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今回の表紙題字は、学校法人橘学園福岡常葉高等学校の生徒さんにご協力をいただきました。ありがとうございました。
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■次回第212号は令和８年５月１日発行予定です。
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　この度、議会だよりの表紙デザインを担当でき、大変光栄に思い
ます。授業で学んだソフトを活用し制作しました。
　将来は動物看護師になることが夢です。
　一日一日を大切にしながら、高校生活を楽しんでいきたいです。

～表紙題字の作者紹介～

福岡常葉高等学校 １年
佐藤  愛莉さん
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※変更する場合があります。

令和８年３月定例会

・本会議は原則として午前10時に開会します。
●３月定例会の請願及び陳情の受付は２月17日（火曜日）正午までです。
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12月定例会 審議結果（12月3日～12月22日）

●条　　例 ・・・・・・・・
・・・・・・・・・

19件（原案可決）

●補正予算 ・・・・・・・・ 13件（原案可決） ●専決処分 ・・・・・・・・・ 1件（承認）　　

1件（修正可決）・ 筑紫野市法定外道路の管理に関する条例の制定について
・・・・・・・・・ 1件（否決） ・ 筑紫野市立学校体育施設使用料条例の制定について

ちから　   やすのり

たかはら　  とも え
・ 筑紫野市教育委員会教育長の任命について　主税　保德　氏
・ 筑紫野市教育委員会委員の任命について　　髙原　朋恵　氏

・ 指定管理者の指定について　一般社団法人　筑紫野市スポーツ協会
・ 指定管理者の指定について　公益財団法人　筑紫野市文化振興財団

市議会関係日程のお知らせ
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●人事案件 ・・・・・・・・ 2件（同意） ●その他 ・・・・・・・・・ 2件（原案可決）
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議案等名

令和７年第６回１２月定例会で賛否が分かれた案件

○→賛成、●→反対、棄→棄権、欠→欠席　※議長は賛否が同数になった場合を除いて採決には参加できません。

議案第66号　
筑紫野市乳児等通園支援事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例の制定に
ついて

市民会議 公明党 ー ー ー 議長



　議会での「発言・討論・決定」の流れを体験することで、将来の有権者として民主主義や議会制の
仕組みを学んでいただきたいとの思いから「中学生議会」を開催し、市内5中学校から35人の生徒が
参加しました。
　議場では、「議会の仕組み」を学んだ上で「市議会クイズ」を行い、愛知県豊明市の「スマホ２時間
条例」を「模擬議案」として審議しました。心に迫る賛成・反対討論の後、採決では、賛成多数で可決しま
した。「一般質問」では、自分たちの住む地域の課題について、堂々と質問する姿に、胸が熱くなりました。
　この経験が皆さんの今後の人生に役立つことを願っています。

12月6日

議員は執行部席に座って市職員となって発言しました。生徒の皆さんは議員席に座って議員となって発言しました。

その他にもたくさんの感想がありました。ありがとうございました。

中学生議会
開催しました!

中学生議会の
流れ

当日の準備や司会進行は、議員が行いました。

中学生議会に参加してみて

議場に集合
皆さん元気よく挨拶していました♪

中学生議会開会
原口政信議長あいさつ

議会の仕組みについて、
資料を使いながら学びました。

市議会クイズは
大盛り上がりでした。

模擬議案審査では、
愛知県豊明市の

「スマホ２時間条例」に
ついての質疑、討論、採決が

行われました。

一般質問では、
活発な議論が行われました。

❶S
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❸S
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❹S
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❻S
TEP

とても緊張したけど、
貴重な時間となりま
した。

今後もこのような
機会があれば、参加
したい。

私は政治家を目指
しています！貴重な
体験ありがとうござ
いました。

賛成討論の発言を
するとき、めちゃく
ちゃ緊張しました。

❺S
TEP
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❶ 開会のことば
❷ 事前にいただいたご意見への回答時間
❸ 意見交換の時間
❹ 閉会

筑紫野市議会
意見交換会
開催しました！

筑紫野市議会
意見交換会
開催しました！

筑紫野市議会
意見交換会
開催しました！

筑紫野市議会
意見交換会
開催しました！
生涯学習センター「さんあいホール」にて、

意見交換会を開催し、市民の皆さまと意見交換を行いました。

当日は、40名の皆さまに
ご参加いただき、

誠にありがとうございました。

一人一人の質問や意見に対してきちんと
調査や問題点の共有ができていると感じ
て、とても有意義な意見交換会でした。
皆さんの日頃の姿勢がとても頼もしく思
いました。ありがとうございます！！

色々な問題があり、とても
参考になりました。各関係
機関が連携すればよい解決
策が見つかるのではと期待
しております。

とても貴重な機会をい
ただきありがとうござ
いました。今後も筑紫
野市をよろしくお願い
します。

意見も回答も言葉だ
けなので残らない。
せめて意見だけでも
文書にて配布してほ
しい。

多くの貴重なご意見をお寄せ

いただき、活発な意見交換と

なりました。

紹介できなかった意見や、

質疑応答は、筑紫野市議会の

ホームページに掲載しています。　　

主な意見交換

こども館
放課後に子どもたちだけで自立して遊ばせれる居場
所が欲しい。春日市の児童館のような機能をコミュ
ニティセンター等に導入してほしい。

市は、こども計画において、「小学生が移動できる
範囲ごとに子どもの居場所を確保することが課題」
としており、コミュニティセンターなどを拠点とし
た子どもの居場所づくりや、地域交流の場の提供を
進めることで、子ども・若者が安心して過ごせる場
をつくっていくことを目標としています。
また、議会としても子どもの居場所づくりに関して
は重要な課題としてとらえており、『子ども館設
置』について市に提言書を提出し、文教福祉委員会
としても２年間のテーマとして『子ども館の設置』
を掲げ、先進自治体の視察なども行っています。
今後も議会としては、引き続き子どもの居場所につ
いて訴えてまいります。

Q

A

つくしちゃんペイ
つくしちゃんペイの申込可能額を増額してほしい。

令和７年度の地域活性化商品券事業は、３回に分け
て実施いたしました。１人当たりの申込可能額は、
第１弾（デジタル商品券：通称 つくしちゃんペイ）
が３万円まで、第２弾（紙の商品券）が５万円まで、
そして第３弾（デジタル商品券）が３万円まで（ただ
し第１弾と合わせて上限３万円）、総額４億８０００
万円の事業となりました。９月議会において、委員
会としては「より多くの市民に効果が及ぶような方

策を検討する必要がある」こ
とを担当課へ要望しておりま
す。申込可能額の増額につき
ましては、次回の事業総額や
これまでの当選者数を考慮し
ながら検討・働きかけを行っ
てまいります。

Q

A

市民プール
市民プールについて、太宰府市と協定を結んで、筑
紫野市民も太宰府市民と同じ料金で利用させてほし
い。温水プールもある総合運動施設を作ってほしい。

スポーツ推進計画の策定時の市民アンケートでは、
市民プールは第２位という結果でした。健康増進や
子どもの水泳学習、世代を超えた交流の場としての
意義を議会としても十分に認識しております。一方
で、市からは、市民プール設置は「年間を通じたラ
ンニングコストに加え、維持管理費が高額などの
様々な課題があることから、慎重に検討すべきと考
える」との回答でした。次に、他市の市民プールを
利用した場合の料金助成について、9月議会で複数
の議員が質問しましたが、市の回答は「他自治体に
おいて整備された施設に対し、本市住民の利用を促
進することは、当該自治体や住民の理解を得る必要
があることなど課題も多く困難である」というもの
でした。今後は市民の皆様からのご意見も十分に踏
まえ、筑紫野市にとって最適な方策を探っていきた
いと考えております。

Q

A

コミュニティと自治会
各地区に設立されているコミュニティセンターにつ
いて、将来的に各地区自治会との関わりはどうなっ
ていくのか。

令和７年３月に「第二次筑紫野市地域コミュニティ
基本構想」を策定しています。
その中で、地域コミュニティは、「自治会・町内会
等をはじめとする地縁団体や、まちづくり・子育
て・防犯を推進する目的を持つ機能団体が、それぞ
れの特性を生かしながら、様々な地域の課題に取り
組み、より安全で安心なまちづくりを目指す地域社
会」と定義しています。議会としても、コミュニテ
ィ運営協議会と自治会が相互に協力し、地域の実情
に応じた柔軟な体制づくりを進めていくことが必要
であり、その方向性を後押ししてまいりたいと考え
ております。今後も、地域の声を丁寧にお伺いし、
コミュニティセンター、地域コミュニティと自治会
の連携強化に向けた環境づくりが進むよう、引き続
き議論と提案を行ってまいります。

Q

A

参加者
の声

11月8日
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いて、将来的に各地区自治会との関わりはどうなっ
ていくのか。

令和７年３月に「第二次筑紫野市地域コミュニティ
基本構想」を策定しています。
その中で、地域コミュニティは、「自治会・町内会
等をはじめとする地縁団体や、まちづくり・子育
て・防犯を推進する目的を持つ機能団体が、それぞ
れの特性を生かしながら、様々な地域の課題に取り
組み、より安全で安心なまちづくりを目指す地域社
会」と定義しています。議会としても、コミュニテ
ィ運営協議会と自治会が相互に協力し、地域の実情
に応じた柔軟な体制づくりを進めていくことが必要
であり、その方向性を後押ししてまいりたいと考え
ております。今後も、地域の声を丁寧にお伺いし、
コミュニティセンター、地域コミュニティと自治会
の連携強化に向けた環境づくりが進むよう、引き続
き議論と提案を行ってまいります。

Q

A

参加者
の声

11月8日
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事業名 事業概要 予算額

基金積立事業

ふるさと応援
寄附金納付促進
事業

拡大子ども医療費
支給事業

保育所等ＩＣＴ化
推進等事業

総合公園遊具等
更新事業

小学校屋内運動場
空調設備整備事業
（体育館）

３２４８万円

７５９３万円

１９９１万円

１６５万円

１９９７万円

２１８６万円

主な歳出補正の予算額 ※万円未満は切り捨て

土地開発基金、宅地開発等関連施設準備基金、
地域福祉基金の廃止に伴い、取り崩し分を積
み立て

ふるさと応援寄附金の歳入見込み増に伴い、
委託業者への手数料と委託料を増額

令和6年10月からの小学生無償化による受診
件数の増加、また、令和7年10月からの中学
生無償化による受診件数の増加見込みに伴い、
扶助費を増額
私立保育所2カ所による、こども誰でも通園
制度の実施にあたり、総合支援システムを利
用するためのパソコン購入への補助を実施す
ることに伴い、補助金を皆増

筑紫野市総合公園の多目的駐車場を整備する
ことに伴い、単独工事費を増額

市内小学校全11校の屋内運動場に空調設備を
整備することに伴い、設計委託料を皆増

住民票の写し

印鑑登録証明書

所得課税証明書

改定前種　類
改定後

300円

300円

300円

窓口

300円

300円

300円

コンビニ

200円（▲100円）

200円（▲100円）

200円（▲100円）

改定時期　令和８年２月１日 （1通あたり）

警固断層帯

今回調査
（令和7年）

前回調査
（平成24年）

差分

最大
震度

全壊全焼
（棟）

半壊
（棟）

死者数
（人）

負傷者
（人）

避難者
（人）

7 1,900 3,100 100 600 9,700

6強 1,500 1,200 100 1,600 3,900

400 1,900 0 －1,000 5,800

予算審査常任委員会

可
決

総務市民常任委員会

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

　
証
明
書
の
窓
口
交
付
と

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
金
額
に

差
を
つ
け
る
こ
と
で
、
コ

ン
ビ
ニ
交
付
の
促
進
に
よ

る
来
庁
者
の
減
少
、
窓
口

混
雑
の
緩
和
を
図
り
、
市

民
の
利
便
性
の
向
上
に
つ

な
げ
ま
す
。

　
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑

登
録
証
明
書
、
所
得
課
税

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

手
数
料
を
現
行
よ
り
い
ず

れ
も
１
０
０
円
減
額
し
ま

す
。

　
近
隣
市
は
２
５
０
円
の

設
定
が
多
く
、
コ
ン
ビ
ニ

交
付
率
は
30
％
台
で
す
。

本
市
は
２
０
０
円
の
設
定

と
し
50
％
を
目
標
値
と
し

ま
す
。

　
改
定
時
期
は
来
年
の
繁

忙
期
を
迎
え
る
直
前
の
令

和
８
年
２
月
と
し
、
窓
口

の
混
雑
緩
和
並
び
に
市
民

の
利
便
性

向
上
に
つ

な
げ
て
い

き
ま
す
。

問
　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど

で
エ
ラ
ー
が
出
て
使
え
な

い
時
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

答
　
デ
ー
タ
の
更
新
や
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
等
で
月
に
１
、

２
回
程
度
は
、
停
止
す
る

こ
と
が
あ
る
。

概
要

概
要

　
二
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
編
に
伴
い
、
天
拝
小

校
区
に
設
立
さ
れ
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
の

活
動
拠
点
を
、
天
拝
小
学

校
内
に
整
備
す
る
こ
と
で

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

単
独
で
の
建
設
は
行
わ
ず
、

小
学
校
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ―

の
複
合
施
設
と

し
て
、
整
備
・
運
営
し
て

い
く
方
針
で
す
。
な
お
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

令
和
８
年
度
末
ま
で
に
活

動
拠
点
の
整
備
設
計
を
実

施
し
、
令
和
９
年
度
上
半

期
ま
で
に
活
動
拠
点
の
整

備
工
事
を
実
施
す
る
予
定

と
し
て
い
ま
す
。

問
　
学
校
内
に
大
人
が
入

り
や
す
く
な
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
犯

罪
発
生
の
リ
ス
ク
を
懸
念

す
る
声
が
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い

る
の
か
。

答
　
子
ど
も
た
ち
と
の
接

触
を
極
力
回
避
す
る
た
め

に
、
子
ど
も
た
ち
と
協
議

会
へ
の
来
訪
者
と
の
動
線

を
明
確
に
分
け
る
こ
と
と

し
た
い
。
ま
た
、
新
た
に

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る

こ
と
も
視
野
に
入
れ
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
に

つ
い
て
十
分
に
検
討
し
て

い
く
。

　
平
成
24
年
の
調
査
後
、

約
10
年
間
の
社
会
情
勢
の

変
化
や
地
震
に
関
す
る
調

査
研
究
の
蓄
積
な
ど
を
踏

ま
え
、
福
岡
県
が
地
震
に

関
す
る
最
大
の
被
害
を
想

定
し
た
調
査
を
し
、
10
月

末
に
説
明
会
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

問
　
避
難
者
が
５
，
８
０

０
人
増
で
、
今
後
の
方
針

や
対
策
に
変
更
が
必
要
で

は
。

答
　
福
岡
県
は
、
こ
の
結

果
を
踏
ま
え
各
種
計
画
等

の
改
訂
を
進
め
る
予
定
で

あ
る
た
め
、
内
容
を
精
査

し
な
が
ら
順
次
改
訂
を
行

っ
て
い
く
。

問
　
市
は
簡
易
ト
イ
レ
を

備
蓄
し
て
い
る
が
、
下
水

の
イ
ン
フ
ラ
が
寸
断
さ
れ

た
場
合
等
、
対
応
の
見
解

は
。

答
　
簡
易
ト
イ
レ
は
、
内

閣
府
が
示
す
算
出
分
よ
り

多
い
７
，
１
０
０
回
分
は

備
蓄
で
き
て
い
る
。

問
　
自
宅
ト
イ
レ
が
使
用

で
き
な
い
ケ
ー
ス
に
備
え
、

新
た
に
建
設
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
に
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
設
置

で
き
な
い
か
。

答
　
新
た
な
建
設
な
ど
あ

る
場
合
、
関
係
課
に
呼
び

か
け
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

二
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
編

　
　
　
　〜
天
拝
小
学
校
区
〜

報告

住
民
票
等
手
数
料

コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
減
額

議案

警
固
断
層
帯
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　被
害
想
定
増

調査

小
学
校
体
育
館

　
　空
調
整
備
な
ど
に
係
る
補
正

委
員
会
で
の
質
疑

概
要 議案

可
決

筑紫野市立天拝小学校

空調設備（イメージ）

福岡県地震に関するアセスメント調査報告に基づく被害想定

本会議会議録 委員会会議録

本会議と委員会の会議録閲覧はこちらから
※12月定例会会議録は令和8年2月中旬以降に閲覧可能となります。

　
一
般
会
計
の
予
算
に
６

億
１
６
７
０
万
４
千
円
を

増
額
し
、
総
額
を
４
４
３

億
２
６
１
５
万
６
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
の
主
な
内
容
は
、

民
生
費
県
補
助
金
１
４
０

万
円
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
１
億
５
７
３
７
万
５

千
円
、
基
金
繰
入
金
１
億

６
１
１
０
万
４
千
円
な
ど

で
す
。

　
歳
出
の
主
な
内
容
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

拡
大
子
ど
も
医
療
費
支

給
事
業

問
　
受
診
件
数
の
増
加
に

対
し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等

は
行
わ
な
い
の
か
。

答
　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
が

分
析
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、

今
後
の
医
療
費
削
減
に
つ

な
が
る
か
否
か
を
見
極
め

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
慎

重
に
検
討
し
て
い
く
。

総
合
公
園
遊
具
等
更
新

事
業

　問
　
予
算
額
約
２
千
万
円

に
よ
る
施
工
の
内
容
は
。

答
　
整
地
、
樹
木
の
伐
採
、

車
止
め
の
設
置
、
路
面
表

示
、
区
画
線
工
、
園
路
の

安
全
対
策
、
案
内
板
の
設

置
な
ど
を
行
う
予
定
で
あ

る
。

小
学
校
屋
内
運
動
場
空

調
設
備
整
備
事
業

問
　
設
計
業
務
委
託
料
の

財
源
は
、
地
方
債
と
の
こ

と
だ
が
、
国
県
か
ら
の
補

助
は
受
け
ら
れ
な
い
の
か
。

答
　
設
計
業
務
は
地
方
債

と
し
て
い
る
が
、
本
事
業

自
体
は
、
国
の
空
調
設
備

整
備
特
例
交
付
金
の
対
象

で
あ
り
、
次
年
度
の
事
業

実
施
に
向
け
、
補
助
金
の

申
請
を
予
定
し
て
い
る
。

答答 問問

問答

答

問

答 問

答答 問問答 問
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事業名 事業概要 予算額

基金積立事業

ふるさと応援
寄附金納付促進
事業

拡大子ども医療費
支給事業

保育所等ＩＣＴ化
推進等事業

総合公園遊具等
更新事業

小学校屋内運動場
空調設備整備事業
（体育館）

３２４８万円

７５９３万円

１９９１万円

１６５万円

１９９７万円

２１８６万円

主な歳出補正の予算額 ※万円未満は切り捨て

土地開発基金、宅地開発等関連施設準備基金、
地域福祉基金の廃止に伴い、取り崩し分を積
み立て

ふるさと応援寄附金の歳入見込み増に伴い、
委託業者への手数料と委託料を増額

令和6年10月からの小学生無償化による受診
件数の増加、また、令和7年10月からの中学
生無償化による受診件数の増加見込みに伴い、
扶助費を増額
私立保育所2カ所による、こども誰でも通園
制度の実施にあたり、総合支援システムを利
用するためのパソコン購入への補助を実施す
ることに伴い、補助金を皆増

筑紫野市総合公園の多目的駐車場を整備する
ことに伴い、単独工事費を増額

市内小学校全11校の屋内運動場に空調設備を
整備することに伴い、設計委託料を皆増

住民票の写し

印鑑登録証明書

所得課税証明書

改定前種　類
改定後

300円

300円

300円

窓口

300円

300円

300円

コンビニ

200円（▲100円）

200円（▲100円）

200円（▲100円）

改定時期　令和８年２月１日 （1通あたり）

警固断層帯

今回調査
（令和7年）

前回調査
（平成24年）

差分

最大
震度

全壊全焼
（棟）

半壊
（棟）

死者数
（人）

負傷者
（人）

避難者
（人）

7 1,900 3,100 100 600 9,700

6強 1,500 1,200 100 1,600 3,900

400 1,900 0 －1,000 5,800

予算審査常任委員会

可
決

総務市民常任委員会

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

　
証
明
書
の
窓
口
交
付
と

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
金
額
に

差
を
つ
け
る
こ
と
で
、
コ

ン
ビ
ニ
交
付
の
促
進
に
よ

る
来
庁
者
の
減
少
、
窓
口

混
雑
の
緩
和
を
図
り
、
市

民
の
利
便
性
の
向
上
に
つ

な
げ
ま
す
。

　
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑

登
録
証
明
書
、
所
得
課
税

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

手
数
料
を
現
行
よ
り
い
ず

れ
も
１
０
０
円
減
額
し
ま

す
。

　
近
隣
市
は
２
５
０
円
の

設
定
が
多
く
、
コ
ン
ビ
ニ

交
付
率
は
30
％
台
で
す
。

本
市
は
２
０
０
円
の
設
定

と
し
50
％
を
目
標
値
と
し

ま
す
。

　
改
定
時
期
は
来
年
の
繁

忙
期
を
迎
え
る
直
前
の
令

和
８
年
２
月
と
し
、
窓
口

の
混
雑
緩
和
並
び
に
市
民

の
利
便
性

向
上
に
つ

な
げ
て
い

き
ま
す
。

問
　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど

で
エ
ラ
ー
が
出
て
使
え
な

い
時
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

答
　
デ
ー
タ
の
更
新
や
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
等
で
月
に
１
、

２
回
程
度
は
、
停
止
す
る

こ
と
が
あ
る
。

概
要

概
要

　
二
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
編
に
伴
い
、
天
拝
小

校
区
に
設
立
さ
れ
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
の

活
動
拠
点
を
、
天
拝
小
学

校
内
に
整
備
す
る
こ
と
で

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

単
独
で
の
建
設
は
行
わ
ず
、

小
学
校
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ―

の
複
合
施
設
と

し
て
、
整
備
・
運
営
し
て

い
く
方
針
で
す
。
な
お
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

令
和
８
年
度
末
ま
で
に
活

動
拠
点
の
整
備
設
計
を
実

施
し
、
令
和
９
年
度
上
半

期
ま
で
に
活
動
拠
点
の
整

備
工
事
を
実
施
す
る
予
定

と
し
て
い
ま
す
。

問
　
学
校
内
に
大
人
が
入

り
や
す
く
な
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
犯

罪
発
生
の
リ
ス
ク
を
懸
念

す
る
声
が
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い

る
の
か
。

答
　
子
ど
も
た
ち
と
の
接

触
を
極
力
回
避
す
る
た
め

に
、
子
ど
も
た
ち
と
協
議

会
へ
の
来
訪
者
と
の
動
線

を
明
確
に
分
け
る
こ
と
と

し
た
い
。
ま
た
、
新
た
に

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る

こ
と
も
視
野
に
入
れ
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
に

つ
い
て
十
分
に
検
討
し
て

い
く
。

　
平
成
24
年
の
調
査
後
、

約
10
年
間
の
社
会
情
勢
の

変
化
や
地
震
に
関
す
る
調

査
研
究
の
蓄
積
な
ど
を
踏

ま
え
、
福
岡
県
が
地
震
に

関
す
る
最
大
の
被
害
を
想

定
し
た
調
査
を
し
、
10
月

末
に
説
明
会
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

問
　
避
難
者
が
５
，
８
０

０
人
増
で
、
今
後
の
方
針

や
対
策
に
変
更
が
必
要
で

は
。

答
　
福
岡
県
は
、
こ
の
結

果
を
踏
ま
え
各
種
計
画
等

の
改
訂
を
進
め
る
予
定
で

あ
る
た
め
、
内
容
を
精
査

し
な
が
ら
順
次
改
訂
を
行

っ
て
い
く
。

問
　
市
は
簡
易
ト
イ
レ
を

備
蓄
し
て
い
る
が
、
下
水

の
イ
ン
フ
ラ
が
寸
断
さ
れ

た
場
合
等
、
対
応
の
見
解

は
。

答
　
簡
易
ト
イ
レ
は
、
内

閣
府
が
示
す
算
出
分
よ
り

多
い
７
，
１
０
０
回
分
は

備
蓄
で
き
て
い
る
。

問
　
自
宅
ト
イ
レ
が
使
用

で
き
な
い
ケ
ー
ス
に
備
え
、

新
た
に
建
設
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
に
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
設
置

で
き
な
い
か
。

答
　
新
た
な
建
設
な
ど
あ

る
場
合
、
関
係
課
に
呼
び

か
け
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

二
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
編

　
　
　
　〜
天
拝
小
学
校
区
〜

報告

住
民
票
等
手
数
料

コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
減
額

議案

警
固
断
層
帯
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　被
害
想
定
増

調査

小
学
校
体
育
館

　
　空
調
整
備
な
ど
に
係
る
補
正

委
員
会
で
の
質
疑

概
要 議案

可
決

筑紫野市立天拝小学校

空調設備（イメージ）

福岡県地震に関するアセスメント調査報告に基づく被害想定

本会議会議録 委員会会議録

本会議と委員会の会議録閲覧はこちらから
※12月定例会会議録は令和8年2月中旬以降に閲覧可能となります。

　
一
般
会
計
の
予
算
に
６

億
１
６
７
０
万
４
千
円
を

増
額
し
、
総
額
を
４
４
３

億
２
６
１
５
万
６
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
の
主
な
内
容
は
、

民
生
費
県
補
助
金
１
４
０

万
円
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
１
億
５
７
３
７
万
５

千
円
、
基
金
繰
入
金
１
億

６
１
１
０
万
４
千
円
な
ど

で
す
。

　
歳
出
の
主
な
内
容
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

拡
大
子
ど
も
医
療
費
支

給
事
業

問
　
受
診
件
数
の
増
加
に

対
し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等

は
行
わ
な
い
の
か
。

答
　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
が

分
析
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、

今
後
の
医
療
費
削
減
に
つ

な
が
る
か
否
か
を
見
極
め

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
慎

重
に
検
討
し
て
い
く
。

総
合
公
園
遊
具
等
更
新

事
業

　問
　
予
算
額
約
２
千
万
円

に
よ
る
施
工
の
内
容
は
。

答
　
整
地
、
樹
木
の
伐
採
、

車
止
め
の
設
置
、
路
面
表

示
、
区
画
線
工
、
園
路
の

安
全
対
策
、
案
内
板
の
設

置
な
ど
を
行
う
予
定
で
あ

る
。

小
学
校
屋
内
運
動
場
空

調
設
備
整
備
事
業

問
　
設
計
業
務
委
託
料
の

財
源
は
、
地
方
債
と
の
こ

と
だ
が
、
国
県
か
ら
の
補

助
は
受
け
ら
れ
な
い
の
か
。

答
　
設
計
業
務
は
地
方
債

と
し
て
い
る
が
、
本
事
業

自
体
は
、
国
の
空
調
設
備

整
備
特
例
交
付
金
の
対
象

で
あ
り
、
次
年
度
の
事
業

実
施
に
向
け
、
補
助
金
の

申
請
を
予
定
し
て
い
る
。

答答 問問

問答

答

問

答 問

答答 問問答 問
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本市料金案及び筑紫地区５市比較 （1時間あたり、円）
施設

体育館

グラウンド

武道場

費目 筑紫野市（案） 春日市 大野城市 太宰府市 那珂川市
使用料
照明料
冷暖房
使用料
使用料
照明料
使用料
照明料

550
220

－

550
2,200
330
110

550
110

－

550
1,650
550
110

320
200

1,270

320
1,540
320
200

550
220

－

550
2,200
550
－

220
340

－

220
1,660
120
170

剪
定
前

剪
定
後

里道の一例

粗大ごみ回収のオンライン申込イメージ

オンライン申込・決済 粗大ごみシールは不要 手書きの紙を貼る 収集

本市の包括的相談支援事業
設置したエアコン
（４か所）

出入口付近に設置したエアカーテン
（４か所）

委
員
会
で
の
質
疑

文教福祉常任委員会

概
要

概
要

　
本
市
の
学
校
体
育
施
設

使
用
料
は
有
料
又
は
無
料

で
あ
り
、
農
ト
レ
等
は
有

料
で
あ
る
こ
と
か
ら
利
用

す
る
団
体
等
の
公
平
性
が

保
た
れ
て
い
な
い
状
況
や
、

受
益
者
負
担
の
観
点
か
ら

課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

に
加
え
て
、
近
隣
自
治
体

の
学
校
体
育
施
設
は
有
料

で
あ
る
こ
と
や
外
部
評
価

委
員
会
か
ら
の
提
言
を
受

け
、
小
中
学
校
の
体
育
施

設
を
有
料
化
す
る
条
例
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

問
　数
年
以
内
に
全
小
中

学
校
体
育
館
へ
冷
暖
房
が

完
備
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ

が
、
そ
の
際
は
、
冷
暖
房

使
用
料
を
設
定
す
る
予
定

な
の
か
。

答
　
受
益
者
負
担
の
観
点

か
ら
完
備
さ
れ
れ
ば
頂
く

方
針
で
あ
る
。

　
今
回
、
無
料
か
ら
い
き

な
り
筑
紫
地
区
で
最
も
高

い
料
金
レ
ベ
ル
に
設
定
さ

れ
て
い
た
こ
と
、
他
の
４

市
に
は
あ
る
市
内
団
体
や

子
ど
も
向
け
等
の
割
引
が

無
い
こ
と
、
小
中
学
校
体

育
館
の
料
金
水
準
を
指
定

管
理
施
設
に
合
わ
せ
る
こ

と
が
公
平
で
は
な
い
と
の

反
対
討
論
が
あ
り
、
採
決

の
結
果
、
賛
成
者
が
お
ら

ず
否
決
し
た
も
の
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

討
論
・
採
決

委
員
会
で
の
質
疑

　
全
て
の
子
ど
も
の
育
ち

を
応
援
し
、
子
ど
も
の
良

質
な
成
育
環
境
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、
全
て
の
子

育
て
家
庭
に
対
し
て
、
多

様
な
働
き
方
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
か
か
わ
ら
な
い

形
で
支
援
を
強
化
す
る
た

め
に
創
設
さ
れ
、
令
和
８

年
４
月
か
ら
全
国
で
始
ま

り
ま
す
。
本
市
で
も
こ
の

制
度
を
開
始
す
る
に
あ
た

り
、
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
最
低
基
準
を
定
め
る

た
め
条
例
を
制
定
す
る
も

の
で
す
。

○
対
象
児
童

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も

園
、
地
域
型
保
育
事
業
所

等
に
通
っ
て
い
な
い
生
後

６
ヶ
月
か
ら
２
歳(

３
歳

の
誕
生
日
の
前
々
日
）
ま

で
の
子
ど
も

○
利
用
可
能
時
間

子
ど
も
１
人
に
つ
き
月
10

時
間
ま
で

○
利
用
料

１
時
間
あ
た
り
3
0
0
円

程
度

○
利
用
手
順

住
民
票
が
あ
る
自
治
体
へ

の
利
用
申
請
↓
利
用
予
定

施
設
で
の
親
子
面
談
↓
利

用
予
約
↓
施
設
利
用

問
　保
育
士
不
足
の
中
、

過
重
労
働
な
ど
、
保
育
士

へ
の
負
担
は
大
丈
夫
な
の

か
。

答
　
余
裕
活
用
型
で
は
な

く
、
新
た
に
人
数
枠
を
設

け
保
育
士
を
雇
用
す
る
一

般
型
を
予
定
し
て
い
る
た

め
、
負
担
が
生
じ
る
こ
と

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

可
決

可
決

否
決

　
本
事
業
は
次
の
５
つ
の

事
業
を
一
体
的
に
実
施
す

る
も
の
で
す
。

①
包
括
的
相
談
支
援
事
業

相
談
者
の
属
性
、
世
代
、

相
談
内
容
に
関
わ
ら
ず
抱

え
る
課
題
の
整
理
等
。

②
参
加
支
援
事
業

本
人
や
ご
家
族
が
地
域
や

社
会
と
の
関
わ
り
方
を
選

択
し
、
自
ら
の
役
割
を
見

い
出
す
た
め
に
多
様
な
接

点
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
支
援
。

③
地
域
づ
く
り
事
業

世
代
や
属
性
を
超
え
て
住

民
同
士
が
交
流
で
き
る
多

様
な
居
場
所
や
機
会
等
を

整
備
。

④
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
を
通

じ
た
継
続
的
支
援
事
業

本
人
と
の
信
頼
関
係
の
構

築
や
、
支
援
関
係
機
関
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
等
。

⑤
多
機
関
協
働
事
業

支
援
関
係
機
関
の
抱
え
る

課
題
の
把
握
や
役
割
分
担
、

支
援
の
方
向
性
の
整
理
や

調
整
機
能
等
。

　
事
業
開
始
は
令
和
９
年

１
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
　事
業
を
進
め
る
に
あ

た
り
、
職
員
数
や
体
制
は

十
分
に
確
保
で
き
て
い
る

の
か
。

答
　
総
合
相
談
窓
口
を
設

け
ず
、
既
存
の
体
制
を
基

本
に
関
係
課
や
関
係
機
関

が
連
携
し
て
対
応
す
る
。

運
用
し
な
が
ら
本
市
に
合

っ
た
体
制
を
検
証
し
て
い

く
。

建設環境常任委員会
　
道
路
法
の
適
用
を
受
け

な
い
市
が
所
有
す
る
道
の

保
全
と
、
適
正
な
利
用
を

図
る
た
め
の
条
例
を
新
し

く
作
る
も
の
で
す
。

　
市
内
の
里
道
な
ど
の
、

占
用
許
可
や
行
為
の
禁
止
、

占
用
料
、
原
状
回
復
、
境

界
確
定
の
協
議
、
過
料
な

ど
の
規
定
を
道
路
法
に
準

じ
て
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、

適
切
な
管
理
を
行
う
も
の

で
す
。

　
条
例
案
で
は
、
里
道
の

日
常
的
な
管
理
や
清
掃
は
、

「
地
元
行
政
区
や
自
治

会
な
ど
が
行
う
も
の
と

す
る
。
」
と
あ
る
が
、
保

全
作
業
は
昔
か
ら
地
元
と

市
が
連
携
し
て
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
明
文
化
す
る

必
要
は
な
い
と
い
う
意
見

や
、
条
文
の
内
容
を
見
直

す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
の
意
見
が
あ
り
、

委
員
が
委
員
会
に
動
議
を

提
出
し
、
こ
の
条
文
を
削

除
し
ま
し
た
。 

問
　条
例
が
制
定
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
ど
の
よ
う

に
取
扱
が
変
わ
る
の
か
。

答
　
許
可
を
得
て
い
な
い

占
用
な
ど
に
対
し
、
は
っ

き
り
し
た
根
拠
で
、
分
か

り
や
す
く
指
導
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

概
要

動
議（一部
修
正
）

委
員
会
で
の
質
疑

小
中
学
校
体
育
施
設

　
　 

使
用
料
有
料
化

議案

こ
ど
も
誰
で
も

  

　
通
園
制
度
の
開
始

議案

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

報告

法
定
外
道
路
の
管
理
に

   

関
す
る
条
例
の
制
定

議案

修
正

可
決

　
令
和
８
年
２
月
か
ら
粗

大
ご
み
回
収
サ
ー
ビ
ス
の

申
込
・
決
済
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
も
可
能
に
す
る
も
の

で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
24
時
間

い
つ
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
申

込
が
可
能
と
な
り
、
粗
大

ご
み
シ
ー
ル
の
購
入
、
電

話
申
込
が
不
要
に
な
り
ま

す
。

問
　周
知
の
方
法
を
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
。

答
　
市
の
広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
、
令
和
８
年
度
の
ご

み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
に
も

掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

粗
大
ご
み
回
収
サ
ー
ビ
ス

オ
ン
ラ
イ
ン
申
込
が
可
能
に

議案議案

　
観
光
客
の
利
便
増
進
に
よ
る
観
光
振

興
及
び
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
を

図
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
構
内
の
待

合
室
に
空
調
設
備
を
設
置
し
ま
し
た
。

外
気
の
侵
入
を
防
ぐ
エ
ア
カ
ー
テ
ン
も

設
置
し
、
よ
り
快
適
な
待
合
室
と
な
り

ま
し
た
。
工
事
金
額
は
合
計
１
２
６
４

万
５
千
円
で
す
。

問
　ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
お
お
よ
そ

い
く
ら
か
。

答
　
年
間
46
万
円
の
電
気
代
や
ガ
ス
代

が
か
か
る
見
込
み
で
あ
る
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
の
待
合
室
に

待
望
の
エ
ア
コ
ン
設
置
！

報告
　
日
々
多
く
の
登
山
客
・

観
光
客
が
利
用
し
て
い
る

天
拝
山
展
望
台
は
、
樹
木

や
ツ
タ
が
生
い
茂
り
眺
望

が
損
な
わ
れ
て
い
る
た
め
、

山
頂
周
辺
の
樹
木
を
剪
定

し
ま
し
た
。
視
界
が
開
け
、

西
側
の
糸
島
市
か
ら
北
東

側
の
阿
志
岐
地
区
ま
で
見

渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

工
事
金
額
は
合
計
４
４
４

万
円
で
す
。

概
要

天
拝
山
山
頂
の
樹
木
剪
定
で

景
観
が
改
善
！
魅
力
を
最
大
限
に
！

報告

答 問

答 問

答 問

答 問

答 問

答 問
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西側北東側

▼▼

本市料金案及び筑紫地区５市比較 （1時間あたり、円）
施設

体育館

グラウンド

武道場

費目 筑紫野市（案） 春日市 大野城市 太宰府市 那珂川市
使用料
照明料
冷暖房
使用料
使用料
照明料
使用料
照明料

550
220

－

550
2,200
330
110

550
110

－

550
1,650
550
110

320
200

1,270

320
1,540
320
200

550
220

－

550
2,200
550
－

220
340

－

220
1,660
120
170

剪
定
前

剪
定
後

里道の一例

粗大ごみ回収のオンライン申込イメージ

オンライン申込・決済 粗大ごみシールは不要 手書きの紙を貼る 収集

本市の包括的相談支援事業
設置したエアコン
（４か所）

出入口付近に設置したエアカーテン
（４か所）

委
員
会
で
の
質
疑

文教福祉常任委員会

概
要

概
要

　
本
市
の
学
校
体
育
施
設

使
用
料
は
有
料
又
は
無
料

で
あ
り
、
農
ト
レ
等
は
有

料
で
あ
る
こ
と
か
ら
利
用

す
る
団
体
等
の
公
平
性
が

保
た
れ
て
い
な
い
状
況
や
、

受
益
者
負
担
の
観
点
か
ら

課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

に
加
え
て
、
近
隣
自
治
体

の
学
校
体
育
施
設
は
有
料

で
あ
る
こ
と
や
外
部
評
価

委
員
会
か
ら
の
提
言
を
受

け
、
小
中
学
校
の
体
育
施

設
を
有
料
化
す
る
条
例
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

問
　数
年
以
内
に
全
小
中

学
校
体
育
館
へ
冷
暖
房
が

完
備
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ

が
、
そ
の
際
は
、
冷
暖
房

使
用
料
を
設
定
す
る
予
定

な
の
か
。

答
　
受
益
者
負
担
の
観
点

か
ら
完
備
さ
れ
れ
ば
頂
く

方
針
で
あ
る
。

　
今
回
、
無
料
か
ら
い
き

な
り
筑
紫
地
区
で
最
も
高

い
料
金
レ
ベ
ル
に
設
定
さ

れ
て
い
た
こ
と
、
他
の
４

市
に
は
あ
る
市
内
団
体
や

子
ど
も
向
け
等
の
割
引
が

無
い
こ
と
、
小
中
学
校
体

育
館
の
料
金
水
準
を
指
定

管
理
施
設
に
合
わ
せ
る
こ

と
が
公
平
で
は
な
い
と
の

反
対
討
論
が
あ
り
、
採
決

の
結
果
、
賛
成
者
が
お
ら

ず
否
決
し
た
も
の
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

討
論
・
採
決

委
員
会
で
の
質
疑

　
全
て
の
子
ど
も
の
育
ち

を
応
援
し
、
子
ど
も
の
良

質
な
成
育
環
境
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、
全
て
の
子

育
て
家
庭
に
対
し
て
、
多

様
な
働
き
方
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
か
か
わ
ら
な
い

形
で
支
援
を
強
化
す
る
た

め
に
創
設
さ
れ
、
令
和
８

年
４
月
か
ら
全
国
で
始
ま

り
ま
す
。
本
市
で
も
こ
の

制
度
を
開
始
す
る
に
あ
た

り
、
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
最
低
基
準
を
定
め
る

た
め
条
例
を
制
定
す
る
も

の
で
す
。

○
対
象
児
童

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も

園
、
地
域
型
保
育
事
業
所

等
に
通
っ
て
い
な
い
生
後

６
ヶ
月
か
ら
２
歳(

３
歳

の
誕
生
日
の
前
々
日
）
ま

で
の
子
ど
も

○
利
用
可
能
時
間

子
ど
も
１
人
に
つ
き
月
10

時
間
ま
で

○
利
用
料

１
時
間
あ
た
り
3
0
0
円

程
度

○
利
用
手
順

住
民
票
が
あ
る
自
治
体
へ

の
利
用
申
請
↓
利
用
予
定

施
設
で
の
親
子
面
談
↓
利

用
予
約
↓
施
設
利
用

問
　保
育
士
不
足
の
中
、

過
重
労
働
な
ど
、
保
育
士

へ
の
負
担
は
大
丈
夫
な
の

か
。

答
　
余
裕
活
用
型
で
は
な

く
、
新
た
に
人
数
枠
を
設

け
保
育
士
を
雇
用
す
る
一

般
型
を
予
定
し
て
い
る
た

め
、
負
担
が
生
じ
る
こ
と

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

可
決

可
決

否
決

　
本
事
業
は
次
の
５
つ
の

事
業
を
一
体
的
に
実
施
す

る
も
の
で
す
。

①
包
括
的
相
談
支
援
事
業

相
談
者
の
属
性
、
世
代
、

相
談
内
容
に
関
わ
ら
ず
抱

え
る
課
題
の
整
理
等
。

②
参
加
支
援
事
業

本
人
や
ご
家
族
が
地
域
や

社
会
と
の
関
わ
り
方
を
選

択
し
、
自
ら
の
役
割
を
見

い
出
す
た
め
に
多
様
な
接

点
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
支
援
。

③
地
域
づ
く
り
事
業

世
代
や
属
性
を
超
え
て
住

民
同
士
が
交
流
で
き
る
多

様
な
居
場
所
や
機
会
等
を

整
備
。

④
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
を
通

じ
た
継
続
的
支
援
事
業

本
人
と
の
信
頼
関
係
の
構

築
や
、
支
援
関
係
機
関
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
等
。

⑤
多
機
関
協
働
事
業

支
援
関
係
機
関
の
抱
え
る

課
題
の
把
握
や
役
割
分
担
、

支
援
の
方
向
性
の
整
理
や

調
整
機
能
等
。

　
事
業
開
始
は
令
和
９
年

１
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
　事
業
を
進
め
る
に
あ

た
り
、
職
員
数
や
体
制
は

十
分
に
確
保
で
き
て
い
る

の
か
。

答
　
総
合
相
談
窓
口
を
設

け
ず
、
既
存
の
体
制
を
基

本
に
関
係
課
や
関
係
機
関

が
連
携
し
て
対
応
す
る
。

運
用
し
な
が
ら
本
市
に
合

っ
た
体
制
を
検
証
し
て
い

く
。

建設環境常任委員会
　
道
路
法
の
適
用
を
受
け

な
い
市
が
所
有
す
る
道
の

保
全
と
、
適
正
な
利
用
を

図
る
た
め
の
条
例
を
新
し

く
作
る
も
の
で
す
。

　
市
内
の
里
道
な
ど
の
、

占
用
許
可
や
行
為
の
禁
止
、

占
用
料
、
原
状
回
復
、
境

界
確
定
の
協
議
、
過
料
な

ど
の
規
定
を
道
路
法
に
準

じ
て
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、

適
切
な
管
理
を
行
う
も
の

で
す
。

　
条
例
案
で
は
、
里
道
の

日
常
的
な
管
理
や
清
掃
は
、

「
地
元
行
政
区
や
自
治

会
な
ど
が
行
う
も
の
と

す
る
。
」
と
あ
る
が
、
保

全
作
業
は
昔
か
ら
地
元
と

市
が
連
携
し
て
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
明
文
化
す
る

必
要
は
な
い
と
い
う
意
見

や
、
条
文
の
内
容
を
見
直

す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
の
意
見
が
あ
り
、

委
員
が
委
員
会
に
動
議
を

提
出
し
、
こ
の
条
文
を
削

除
し
ま
し
た
。 

問
　条
例
が
制
定
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
ど
の
よ
う

に
取
扱
が
変
わ
る
の
か
。

答
　
許
可
を
得
て
い
な
い

占
用
な
ど
に
対
し
、
は
っ

き
り
し
た
根
拠
で
、
分
か

り
や
す
く
指
導
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

概
要

動
議（一部
修
正
）

委
員
会
で
の
質
疑

小
中
学
校
体
育
施
設

　
　 

使
用
料
有
料
化

議案

こ
ど
も
誰
で
も

  

　
通
園
制
度
の
開
始

議案

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

報告

法
定
外
道
路
の
管
理
に

   
関
す
る
条
例
の
制
定

議案

修
正

可
決

　
令
和
８
年
２
月
か
ら
粗

大
ご
み
回
収
サ
ー
ビ
ス
の

申
込
・
決
済
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
も
可
能
に
す
る
も
の

で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
24
時
間

い
つ
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
申

込
が
可
能
と
な
り
、
粗
大

ご
み
シ
ー
ル
の
購
入
、
電

話
申
込
が
不
要
に
な
り
ま

す
。

問
　周
知
の
方
法
を
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
。

答
　
市
の
広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
、
令
和
８
年
度
の
ご

み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
に
も

掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

粗
大
ご
み
回
収
サ
ー
ビ
ス

オ
ン
ラ
イ
ン
申
込
が
可
能
に

議案議案

　
観
光
客
の
利
便
増
進
に
よ
る
観
光
振

興
及
び
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
を

図
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
構
内
の
待

合
室
に
空
調
設
備
を
設
置
し
ま
し
た
。

外
気
の
侵
入
を
防
ぐ
エ
ア
カ
ー
テ
ン
も

設
置
し
、
よ
り
快
適
な
待
合
室
と
な
り

ま
し
た
。
工
事
金
額
は
合
計
１
２
６
４

万
５
千
円
で
す
。

問
　ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
お
お
よ
そ

い
く
ら
か
。

答
　
年
間
46
万
円
の
電
気
代
や
ガ
ス
代

が
か
か
る
見
込
み
で
あ
る
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
の
待
合
室
に

待
望
の
エ
ア
コ
ン
設
置
！

報告
　
日
々
多
く
の
登
山
客
・

観
光
客
が
利
用
し
て
い
る

天
拝
山
展
望
台
は
、
樹
木

や
ツ
タ
が
生
い
茂
り
眺
望

が
損
な
わ
れ
て
い
る
た
め
、

山
頂
周
辺
の
樹
木
を
剪
定

し
ま
し
た
。
視
界
が
開
け
、

西
側
の
糸
島
市
か
ら
北
東

側
の
阿
志
岐
地
区
ま
で
見

渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

工
事
金
額
は
合
計
４
４
４

万
円
で
す
。

概
要

天
拝
山
山
頂
の
樹
木
剪
定
で

景
観
が
改
善
！
魅
力
を
最
大
限
に
！

報告

答 問

答 問

答 問

答 問

答 問

答 問
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①市民との意見交換会
　市民意見・課題を聴取

③予算決算委員会に
　おける政策研究

　市政の課題について、
調査研究を行う。

・学識経験者を招聘した
　勉強会

・先進地への行政調査

・関係機関との意見交換
　等のさまざまな手法に
　より政策研究を行う。

②広報広聴委員会
　市民意見の整理、
　市民の課題設定

予算審査・決算審査を
とおした事業執行状況の
監視・事業評価

執行機関へ政策提言

執行機関へ政策提言

市
民
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

※

調
査
研
究
の
過
程
で
も
市
民
意
見
を
聴
取

中学生議会

市政を問う!!一般質問

質 問 題 目   一 覧

12月定例会の一般質問では、15人の議員が30題目にわたり質問しました。質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

つくし野 →つくし野
市民会議 →市民会議

公明党 →公明党筑紫野市議団
（－） →会派に所属しない議員会  派 写真下の（　）は所属会派

QRコードをスマートフォンなどで読み取ると録画中継が見られます。

■ 坂口　勝彦　議員
　①労働者のメンタルヘルス対策の強化について

■ 佐々木　忠孝　議員
　①シティブランディング部署の新設について

■ 八尋　一男　議員
　①敬老会運営費助成事業について
　②竜岩自然の家利活用拡大について

■ 辻本　美惠子　議員
　①ふるさと納税について

■ 楢木　孝一　議員
　①認知症高齢者の特殊詐欺被害について
　②自治体ＤＸの推進について

■ 段下　季一郎　議員
　①子育て支援の充実について
　②障がい者福祉の充実について
　③不登校支援について

■ 古賀　新悟　議員
　①物価高騰対策について
　②性感染症対策について

■ 前田　倫宏　議員
　①日本遺産
　②JR二日市駅市民ホール
　③物価高騰対策支援
　④待機児童問題

■ 山本　加奈子　議員
　①介護・福祉業界の人材不足解消に向けた取り組みについて
　②ＪＲ二日市駅の利便性向上について

■ 西村　和子　議員
　①いのちと相手を大切にする教育の推進について
　②スポーツ施設の整備とまちづくりについて

■ 宮﨑　吉弘　議員
　①大規模災害時、小中学校体育館の電源確保について

■ 吉村　陽一　議員
　①介護事業所への支援と介護人材確保について

■ 赤司　祥一　議員
　①本市における市民への情報発信

■ 春口　茜　議員
　①奨学金貸与事業について
　②市の組織体制と働き方について
　③塔原一号交差点について

■ 田中　允　議員
　①市役所業務のDX推進について
　②シティブランディングプロジェクトについて 
　③教育行政について
　④筑紫野市の拠点開発と都市機能の集約について

P.12

P.12

P.13

P.13

P.14

P.14

P.15

P.16

P.16

P.17

P.17

P.17

P.18

P.18

P.15

名張市での視察の様子

矢川プラス

monaca

委員会視察レポート

建
設
環
境
常
任
委
員
会

　
神
立
資
源
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
は
、
日
本

初
の
熱
と
バ
イ
オ
ガ
ス

の
相
互
利
用
を
行
う
発

電
可
能
な
施
設
で
あ
る
。

バ
イ
オ
プ
ラ
ン
ト
は
、

食
品
廃
棄
物
と
土
浦
市

の
生
ご
み
を
メ
タ
ン
発

酵
さ
せ
、
バ
イ
オ
ガ
ス

（
Ｃ
Ｏ
２
削
減
、
発

電
）
と
堆
肥
（
農
業
利

用
・
無
償
配
布
）
を
生

成
す
る
。
エ
コ
プ
ラ
ン

ト
は
産
業
廃
棄
物
を
処

理
し
、
そ
の
余
剰
蒸
気

を
バ
イ
オ
プ
ラ
ン
ト
の

加
温
熱
源
と
し
て
提
供

し
、
バ
イ
オ
プ
ラ
ン
ト

の
バ
イ
オ
ガ
ス
は
エ
コ

プ
ラ
ン
ト
の
補
助
燃
料

に
使
わ
れ
、
相
互
に
連

携
し
て
い
る
。

　
平
成
11
年
か
ら
入
郷

地
区
の
「
石
畑
の
棚
田
」

が
全
国
棚
田
百
選
に
選

ば
れ
た
こ
と
か
ら
棚
田

に
関
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化

が
図
ら
れ
た
。

　
課
題
は
高
齢
化
に
伴

う
作
業
労
働
者
不
足
や

オ
ー
ナ
ー
が
参
加
し
な

い
期
間
の
日
常
管
理
、

作
業
負
担
、
長
時
間
労

働
、
天
候
不
順
や
害
虫
、

市
場
価
格
の
変
動
に
よ

る
収
穫
や
収
益
が
見
込

め
な
い
、
新
た
な
参
加

者
の
減
少
、
制
度
の
マ

ン
ネ
リ
化
、
交
流
人
口

か
ら
の
定
住
に
繋
が
る

ま
で
の
ハ
ー
ド
ル
の
高

さ
な
ど
で
あ
る
。

　　
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
ま

ち
な
か
の
大
き
な
家
と

庭
」
多
世
代
交
流
・
子

ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
・
学
習
支
援
・
介
護

予
防
等
を
複
合
的
に
実

現
す
る
施
設
。
矢
川
駅

近
接
の
再
開
発
に
よ
り
、

耐
震
性
を
満
た
さ
な
い

都
営
団
地
の
建
替
と
同

時
に
地
域
課
題
へ
対
応

す
る
複
合
公
共
施
設
と

し
て
整
備
。
２
階
建
て

の
中
規
模
施
設
で
、
１

階
は
多
世
代
が
交
流
で

き
、
２
階
は
子
育
て
特

化
型
エ
リ
ア
。
環
境
づ

く
り
が
子
ど
も
の
行
動

を
変
え
る
と
い
う
視
点

を
重
視
す
る
館
長
が
運

営
す
る
、
木
の
温
か
み

溢
れ
る
施
設
だ
っ
た
。

 

　
「
遊
ぶ
・
学
ぶ
・
に

ぎ
わ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

図
書
館
、
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
が
融
合
し
連
携

し
て
機
能
。
３
階
建
て

の
大
規
模
施
設
で
、
極

力
間
仕
切
り
を
無
く
す

こ
と
で
、
全
世
代
の

人
々
が
ス
ト
レ
ス
な
く

つ
な
が
り
交
流
で
き
て

い
た
。
例
え
ば
学
生
は
、

子
ど
も
と
同
じ
空
間
に

い
る
こ
と
で
自
分
が
親

に
な
る
イ
メ
ー
ジ
を
持

つ
こ
と
が
で
き
、
大
人

が
勉
強
す
る
姿
を
見
る

こ
と
で
大
人
に
な
っ
て

も
勉
強
す
る
生
涯
学
習

の
視
点
を
自
然
と
身
に

付
け
ら
れ
る
と
い
う
お

話
が
印
象
に
残
っ
た
。

防
災
へ
の
取
組

（
愛
知
県
刈
谷
市
）

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

   （
茨
城
県
土
浦
市
）

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度

   （
茨
城
県
茂
木
町
）

東
京
都
国
立
市

　
　「
矢
川
プ
ラ
ス
」

栃
木
県
真
岡
市
　

　
　
　「ｍｏｎａｃａ
」

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

　
　 

シ
ョ
ン
の
取
組

（
大
阪
府
箕
面
市
）

住
民
主
体
の

　
　
　
ま
ち
づ
く
り

（
三
重
県
名
張
市
）

総
務
市
民
常
任
委
員
会

　　
想
定
避
難
者
数
を
基

礎
と
し
た
備
蓄
量
の
設

定
や
、
拠
点
防
災
倉
庫

と
物
流
訓
練
の
一
体
的

運
用
、
小
中
学
校
体
育

館
の
空
調
・
電
源
確
保
、

災
害
時
の
ト
イ
レ
確
保

と
い
っ
た
「
平
時
か
ら

の
具
体
的
な
備
え
」
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
先
進
事
例
を
参
考
に

し
、
こ
れ
ら
の
取
組
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い

く
。

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が

地
域
で
生
き
が
い
を
持

っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
「
地
域
共
生
社
会
」

の
実
現
を
目
指
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
を
推

進
し
て
い
る
。

　
区
長
制
度
を
廃
止
す

る
際
、
旧
市
街
地
や
山

間
部
で
は
反
対
の
声
が

強
く
、
困
難
を
極
め
た

と
の
こ
と
。

　
担
い
手
不
足
や
世
代

交
代
の
対
策
と
し
て
、

「
自
分
の
住
ん
で
い
る

地
域
に
親
し
み
を
持
っ

て
も
ら
う
」
こ
と
を
目

的
と
し
た
地
域
の
散
策

な
ど
に
よ
る
マ
ッ
プ
作

り
等
の
取
組
を
試
み
て

い
る
。

　
今
後
も
視
察
等
の
機

会
を
活
用
し
、
課
題
解

決
の
取
組
を
推
進
し
て

い
く
。

　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
を
大
き
く
イ
ン
ナ

ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

（
市
内
向
け
）
と
ア
ウ

タ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

（
市
外
向
け
）
に
分
類

し
、
役
割
と
目
的
を
明

確
に
し
て
い
る
。
既
存

の
魅
力
を
市
内
外
の
人

に
再
度
認
識
し
て
も
ら

う
取
組
や
、
そ
こ
に
新

た
な
付
加
価
値
を
付
け

て
い
く
取
組
な
ど
大
変

参
考
に
な
っ
た
。

　
本
市
も
、
歴
史
や
自

然
な
ど
様
々
な
魅
力
が

眠
っ
て
い
る
の
で
、
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

調布市での視察の様子

神立資源リサイクルセンター

入郷石畑の棚田

福
島
県

　
会
津
若
松
市
議
会

東
京
都

　
　
調
布
市
議
会

議
会
運
営
委
員
会  

予
算
と
決
算
の
連
動

　　
市
民
の
声
を
効
率
よ

く
反
映
す
る
左
図
の
政

策
サ
イ
ク
ル
を
実
践
。

①
市
民
と
の
意
見
交
換

会
で
意
見
・
課
題
を
収

集
。

②
広
報
広
聴
委
員
会
で

意
見
整
理
と
課
題
設
定
。

③
予
算
決
算
委
員
会
に

お
け
る
様
々
な
政
策
研

究
。

　
こ
れ
ら
を
経
て
市
へ

政
策
提
言
を
行
い
、
市

が
事
業
を
行
っ
た
ら
、

お
金
の
使
い
方
や
成
果

を
評
価
し
市
民
へ
報
告
。

そ
し
て
ま
た
①
↓
②
↓

③
の
サ
イ
ク
ル
が
行
わ

れ
て
い
く
。

　
予
算
審
査
・
決
算
審

査
に
お
い
て
、
特
定
の

委
員
会
を
設
置
せ
ず
、

４
常
任
委
員
会
で
分
割

し
て
審
査
を
実
施
し
て

お
り
、
委
員
会
に
所
属

し
て
い
な
い
委
員
会
の

審
査
内
容
は
、
会
派
で

共
有
を
行
っ
て
い
る
。

決
算
審
査
の
意
見
は
、

委
員
会
の
審
査
や
本
会

議
で
の
討
論
で
示
さ
れ

る
と
と
も
に
、
各
会
派

ご
と
に
、
翌
年
度
の
予

算
に
向
け
た
要
望
等
に

集
約
し
て
執
行
機
関
に

伝
え
ら
れ
る
。
こ
の
意

見
が
反
映
さ
れ
て
い
る

か
を
予
算
審
査
で
チ
ェ

ッ
ク
す
る
仕
組
み
と
な

っ
て
い
る
。
今
後
議
会

運
営
の
参
考
に
し
て
い

き
た
い
。

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

子
育
て
支
援
と
多
世
代
間
交
流
拠
点

か
ん
だ
つ
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①市民との意見交換会
　市民意見・課題を聴取

③予算決算委員会に
　おける政策研究

　市政の課題について、
調査研究を行う。

・学識経験者を招聘した
　勉強会

・先進地への行政調査

・関係機関との意見交換
　等のさまざまな手法に
　より政策研究を行う。

②広報広聴委員会
　市民意見の整理、
　市民の課題設定

予算審査・決算審査を
とおした事業執行状況の
監視・事業評価

執行機関へ政策提言

執行機関へ政策提言

市
民
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

※

調
査
研
究
の
過
程
で
も
市
民
意
見
を
聴
取

中学生議会

市政を問う!!一般質問

質 問 題 目   一 覧

12月定例会の一般質問では、15人の議員が30題目にわたり質問しました。質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

つくし野 →つくし野
市民会議 →市民会議

公明党 →公明党筑紫野市議団
（－） →会派に所属しない議員会  派 写真下の（　）は所属会派

QRコードをスマートフォンなどで読み取ると録画中継が見られます。

■ 坂口　勝彦　議員
　①労働者のメンタルヘルス対策の強化について

■ 佐々木　忠孝　議員
　①シティブランディング部署の新設について

■ 八尋　一男　議員
　①敬老会運営費助成事業について
　②竜岩自然の家利活用拡大について

■ 辻本　美惠子　議員
　①ふるさと納税について

■ 楢木　孝一　議員
　①認知症高齢者の特殊詐欺被害について
　②自治体ＤＸの推進について

■ 段下　季一郎　議員
　①子育て支援の充実について
　②障がい者福祉の充実について
　③不登校支援について

■ 古賀　新悟　議員
　①物価高騰対策について
　②性感染症対策について

■ 前田　倫宏　議員
　①日本遺産
　②JR二日市駅市民ホール
　③物価高騰対策支援
　④待機児童問題

■ 山本　加奈子　議員
　①介護・福祉業界の人材不足解消に向けた取り組みについて
　②ＪＲ二日市駅の利便性向上について

■ 西村　和子　議員
　①いのちと相手を大切にする教育の推進について
　②スポーツ施設の整備とまちづくりについて

■ 宮﨑　吉弘　議員
　①大規模災害時、小中学校体育館の電源確保について

■ 吉村　陽一　議員
　①介護事業所への支援と介護人材確保について

■ 赤司　祥一　議員
　①本市における市民への情報発信

■ 春口　茜　議員
　①奨学金貸与事業について
　②市の組織体制と働き方について
　③塔原一号交差点について

■ 田中　允　議員
　①市役所業務のDX推進について
　②シティブランディングプロジェクトについて 
　③教育行政について
　④筑紫野市の拠点開発と都市機能の集約について

P.12

P.12

P.13

P.13

P.14

P.14

P.15

P.16

P.16

P.17

P.17

P.17

P.18

P.18

P.15

名張市での視察の様子

矢川プラス

monaca

委員会視察レポート

建
設
環
境
常
任
委
員
会

　
神
立
資
源
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
は
、
日
本

初
の
熱
と
バ
イ
オ
ガ
ス

の
相
互
利
用
を
行
う
発

電
可
能
な
施
設
で
あ
る
。

バ
イ
オ
プ
ラ
ン
ト
は
、

食
品
廃
棄
物
と
土
浦
市

の
生
ご
み
を
メ
タ
ン
発

酵
さ
せ
、
バ
イ
オ
ガ
ス

（
Ｃ
Ｏ
２
削
減
、
発

電
）
と
堆
肥
（
農
業
利

用
・
無
償
配
布
）
を
生

成
す
る
。
エ
コ
プ
ラ
ン

ト
は
産
業
廃
棄
物
を
処

理
し
、
そ
の
余
剰
蒸
気

を
バ
イ
オ
プ
ラ
ン
ト
の

加
温
熱
源
と
し
て
提
供

し
、
バ
イ
オ
プ
ラ
ン
ト

の
バ
イ
オ
ガ
ス
は
エ
コ

プ
ラ
ン
ト
の
補
助
燃
料

に
使
わ
れ
、
相
互
に
連

携
し
て
い
る
。

　
平
成
11
年
か
ら
入
郷

地
区
の
「
石
畑
の
棚
田
」

が
全
国
棚
田
百
選
に
選

ば
れ
た
こ
と
か
ら
棚
田

に
関
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化

が
図
ら
れ
た
。

　
課
題
は
高
齢
化
に
伴

う
作
業
労
働
者
不
足
や

オ
ー
ナ
ー
が
参
加
し
な

い
期
間
の
日
常
管
理
、

作
業
負
担
、
長
時
間
労

働
、
天
候
不
順
や
害
虫
、

市
場
価
格
の
変
動
に
よ

る
収
穫
や
収
益
が
見
込

め
な
い
、
新
た
な
参
加

者
の
減
少
、
制
度
の
マ

ン
ネ
リ
化
、
交
流
人
口

か
ら
の
定
住
に
繋
が
る

ま
で
の
ハ
ー
ド
ル
の
高

さ
な
ど
で
あ
る
。

　　
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
ま

ち
な
か
の
大
き
な
家
と

庭
」
多
世
代
交
流
・
子

ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
・
学
習
支
援
・
介
護

予
防
等
を
複
合
的
に
実

現
す
る
施
設
。
矢
川
駅

近
接
の
再
開
発
に
よ
り
、

耐
震
性
を
満
た
さ
な
い

都
営
団
地
の
建
替
と
同

時
に
地
域
課
題
へ
対
応

す
る
複
合
公
共
施
設
と

し
て
整
備
。
２
階
建
て

の
中
規
模
施
設
で
、
１

階
は
多
世
代
が
交
流
で

き
、
２
階
は
子
育
て
特

化
型
エ
リ
ア
。
環
境
づ

く
り
が
子
ど
も
の
行
動

を
変
え
る
と
い
う
視
点

を
重
視
す
る
館
長
が
運

営
す
る
、
木
の
温
か
み

溢
れ
る
施
設
だ
っ
た
。

 

　
「
遊
ぶ
・
学
ぶ
・
に

ぎ
わ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

図
書
館
、
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
が
融
合
し
連
携

し
て
機
能
。
３
階
建
て

の
大
規
模
施
設
で
、
極

力
間
仕
切
り
を
無
く
す

こ
と
で
、
全
世
代
の

人
々
が
ス
ト
レ
ス
な
く

つ
な
が
り
交
流
で
き
て

い
た
。
例
え
ば
学
生
は
、

子
ど
も
と
同
じ
空
間
に

い
る
こ
と
で
自
分
が
親

に
な
る
イ
メ
ー
ジ
を
持

つ
こ
と
が
で
き
、
大
人

が
勉
強
す
る
姿
を
見
る

こ
と
で
大
人
に
な
っ
て

も
勉
強
す
る
生
涯
学
習

の
視
点
を
自
然
と
身
に

付
け
ら
れ
る
と
い
う
お

話
が
印
象
に
残
っ
た
。

防
災
へ
の
取
組

（
愛
知
県
刈
谷
市
）

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

   （
茨
城
県
土
浦
市
）

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度

   （
茨
城
県
茂
木
町
）

東
京
都
国
立
市

　
　「
矢
川
プ
ラ
ス
」

栃
木
県
真
岡
市
　

　
　
　「ｍｏｎａｃａ
」

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

　
　 

シ
ョ
ン
の
取
組

（
大
阪
府
箕
面
市
）

住
民
主
体
の

　
　
　
ま
ち
づ
く
り

（
三
重
県
名
張
市
）

総
務
市
民
常
任
委
員
会

　　
想
定
避
難
者
数
を
基

礎
と
し
た
備
蓄
量
の
設

定
や
、
拠
点
防
災
倉
庫

と
物
流
訓
練
の
一
体
的

運
用
、
小
中
学
校
体
育

館
の
空
調
・
電
源
確
保
、

災
害
時
の
ト
イ
レ
確
保

と
い
っ
た
「
平
時
か
ら

の
具
体
的
な
備
え
」
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
先
進
事
例
を
参
考
に

し
、
こ
れ
ら
の
取
組
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い

く
。

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が

地
域
で
生
き
が
い
を
持

っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
「
地
域
共
生
社
会
」

の
実
現
を
目
指
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
を
推

進
し
て
い
る
。

　
区
長
制
度
を
廃
止
す

る
際
、
旧
市
街
地
や
山

間
部
で
は
反
対
の
声
が

強
く
、
困
難
を
極
め
た

と
の
こ
と
。

　
担
い
手
不
足
や
世
代

交
代
の
対
策
と
し
て
、

「
自
分
の
住
ん
で
い
る

地
域
に
親
し
み
を
持
っ

て
も
ら
う
」
こ
と
を
目

的
と
し
た
地
域
の
散
策

な
ど
に
よ
る
マ
ッ
プ
作

り
等
の
取
組
を
試
み
て

い
る
。

　
今
後
も
視
察
等
の
機

会
を
活
用
し
、
課
題
解

決
の
取
組
を
推
進
し
て

い
く
。

　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
を
大
き
く
イ
ン
ナ

ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

（
市
内
向
け
）
と
ア
ウ

タ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

（
市
外
向
け
）
に
分
類

し
、
役
割
と
目
的
を
明

確
に
し
て
い
る
。
既
存

の
魅
力
を
市
内
外
の
人

に
再
度
認
識
し
て
も
ら

う
取
組
や
、
そ
こ
に
新

た
な
付
加
価
値
を
付
け

て
い
く
取
組
な
ど
大
変

参
考
に
な
っ
た
。

　
本
市
も
、
歴
史
や
自

然
な
ど
様
々
な
魅
力
が

眠
っ
て
い
る
の
で
、
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

調布市での視察の様子

神立資源リサイクルセンター

入郷石畑の棚田

福
島
県

　
会
津
若
松
市
議
会

東
京
都

　
　
調
布
市
議
会

議
会
運
営
委
員
会  

予
算
と
決
算
の
連
動

　　
市
民
の
声
を
効
率
よ

く
反
映
す
る
左
図
の
政

策
サ
イ
ク
ル
を
実
践
。

①
市
民
と
の
意
見
交
換

会
で
意
見
・
課
題
を
収

集
。

②
広
報
広
聴
委
員
会
で

意
見
整
理
と
課
題
設
定
。

③
予
算
決
算
委
員
会
に

お
け
る
様
々
な
政
策
研

究
。

　
こ
れ
ら
を
経
て
市
へ

政
策
提
言
を
行
い
、
市

が
事
業
を
行
っ
た
ら
、

お
金
の
使
い
方
や
成
果

を
評
価
し
市
民
へ
報
告
。

そ
し
て
ま
た
①
↓
②
↓

③
の
サ
イ
ク
ル
が
行
わ

れ
て
い
く
。

　
予
算
審
査
・
決
算
審

査
に
お
い
て
、
特
定
の

委
員
会
を
設
置
せ
ず
、

４
常
任
委
員
会
で
分
割

し
て
審
査
を
実
施
し
て

お
り
、
委
員
会
に
所
属

し
て
い
な
い
委
員
会
の

審
査
内
容
は
、
会
派
で

共
有
を
行
っ
て
い
る
。

決
算
審
査
の
意
見
は
、

委
員
会
の
審
査
や
本
会

議
で
の
討
論
で
示
さ
れ

る
と
と
も
に
、
各
会
派

ご
と
に
、
翌
年
度
の
予

算
に
向
け
た
要
望
等
に

集
約
し
て
執
行
機
関
に

伝
え
ら
れ
る
。
こ
の
意

見
が
反
映
さ
れ
て
い
る

か
を
予
算
審
査
で
チ
ェ

ッ
ク
す
る
仕
組
み
と
な

っ
て
い
る
。
今
後
議
会

運
営
の
参
考
に
し
て
い

き
た
い
。

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

子
育
て
支
援
と
多
世
代
間
交
流
拠
点

か
ん
だ
つ
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問
　
利
用
者
が
何
故
伸
び

な
い
の
か
、
伸
ば
す
た
め

に
ど
う
す
べ
き
か
。
ま
た
、

老
朽
化
し
て
い
る
施
設
・

設
備
の
改
修
も
予
想
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
経
験
豊

富
な
指
定
管
理
者
に
任
せ

る
方
向
で
検
討
し
て
は
。

答
　
空
調
設
備
の
充
実
や

予
約
手
続
き
の
簡
素
化
等
、

近
年
の
利
用
者
ニ
ー
ズ
を

満
た
さ
な
い
こ
と
や
、
キ

ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
に
落
ち
着

き
が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど

に
よ
る
。
ま
た
、
現
在
指

定
管
理
者
制
度
も
含
め
、

運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
や
豊
富
な

経
験
を
有
す
る
民
間
事
業

者
に
よ
る
効
果
的
な
事
業

手
法
等
、
検
討
を
行
っ
て

い
る
。

敬
老
祝
賀
会
の

事
業
見
直
し
を

問
　
対
象
者
は
現
在
の
９

千
人
か
ら
団
塊
世
代
の
加

入
で
2
0
3
0
年
に
は
１

万
５
千
人
と
な
る
が
同
じ

制
度
を
継
続
す
る
の
か
。

答
　
高
齢
者
と
多
世
代
が

懇
談
・
交
流
す
る
こ
と
を

目
的
に
自
治
会
単
位
で
開

催
、
市
は
そ
の
事
業
費
の

一
部
を
助
成
し
て
い
る
。

地
域
の
交
流
を
支
え
る
仕

組
み
と
し
て
継
続
し
て
頂

い
て
い
る
。

問
　
祝
賀
会
を
せ
ず
記
念

品
配
布
し
た
区
長
か
ら
は

留
守
が
多
く
時
間
と
労
力

を
要
し
た
と
聞
く
。
市
で

合
同
開
催
は
で
き
な
い
か
。

答
　
留
守
が
多
く
負
担
が

大
き
い
と
の
声
が
あ
る
反

面
、
普
段
話
を
し
な
い
方

と
交
流
が
で
き
た
と
の
意

見
等
も
あ
り
防
災
活
動
に

も
寄
与
す
る
と
捉
え
て
お

り
、
市
の
式
典
と
地
域
の

祝
賀
会
を
別
々
に
開
催
す

る
よ
り
も
、
自
治
会
に
合

っ
た
方
法
で
の
実
施
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。

問
　
今
回
紹
介
し
た
多
種

多
様
な
声
を
踏
ま
え
、
敬

老
会
に
対
す
る
市
長
の
思

い
を
伺
う
。

市
長
　
地
域
の
力
を
維
持

し
て
い
く
に
は
、
自
治
会

活
動
が
大
事
と
強
く
確
信

し
て
お
り
、
敬
老
会
に
関

し
て
も
自
治
会
を
維
持
す

る
大
事
な
取
組
の
一
つ
と

し
て
、
地
域
の
声
を
聴
き

な
が
ら
支
援
し
た
い
。

竜岩自然の家

経
験
豊
富
な

　
　 指
定
管
理
導
入
を

　  

民
間
事
業
者
に
よ
る

　
　
　
　 事
業
手
法
等
検
討
中

問
　
精
神
的
負
担
の
状
況

把
握
と
相
談
ア
ク
セ
ス
改

善
策
や
専
門
機
関
と
の
連

携
強
化
を
す
べ
き
で
は
。

ま
た
職
場
復
帰
支
援
と
再

発
防
止
に
関
す
る
取
組
を

拡
充
す
べ
き
で
は
。

答
　
対
策
の
第
一
次
的
な

責
務
は
事
業
者
に
あ
る
。

市
の
役
割
は
国
や
県
が
整

備
す
る
支
援
制
度
の
周

知
・
啓
発
に
努
め
る
こ
と

が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

国
設
置
の
「
こ
こ
ろ
の

耳
」
や
県
の
S
N
S
相
談

窓
口
を
周
知
し
相
談
ア
ク

セ
ス
改
善
を
図
る
。
ま
た

事
業
所
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
相
談
を
担
う
「
福
岡
産

業
保
健
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
」
や
休
職
者
へ
の
リ

ワ
ー
ク
支
援
と
職
場
復
帰

支
援
計
画
の
策
定
援
助
を

行
う
「
福
岡
障
害
者
職
業

セ
ン
タ
ー
」
の
情
報
を
商

工
会
な
ど
の
関
係
団
体
を

通
じ
て
提
供
す
る
。
こ
れ

ら
の
専
門
的
な
支
援
情
報

を
周
知
し
不
調
の
予
防
か

ら
職
場
復
帰
・
再
発
防
止

ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援

が
届
く
よ
う
努
め
て
い
く
。

問
　
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

制
度
の
活
用
状
況
と
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
方
針

は
。

答
　
毎
年
１
回
全
職
員
を

対
象
に
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
を
行
っ
て
い
る
。
研
修

の
実
施
や
情
報
提
供
に
加

え
て
産
業
医
や
外
部
相
談

機
関
へ
の
相
談
機
会
を
確

保
し
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ

ア
の
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

労
働
者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
は

　  切
れ
目
の
な
い
支
援
が
届
く
よ
う
努
め
て
い
く

活
用
状
況
具
体
化
と
使
途
の
周
知
を

　  写
真
等
で
効
果
的
に
周
知
す
る
等
充
実
し
た
い

問
　
筑
紫
野
市
の
未
来
を

担
う
非
常
に
重
要
な
事
業

で
あ
る
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
推
進
す
る
部

署
と
し
て
、
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
つ
く
し

ち
ゃ
ん
」
を
軸
と
し
、
ふ

る
さ
と
納
税
も
含
め
た
、

新
た
な
戦
略
部
署
を
早
急

に
立
ち
上
げ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
　
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
推
進
す
る
部
署
の

新
設
は
、
企
画
政
策
課
を

中
心
に
関
係
部
署
が
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
分
野
横

断
的
に
取
り
組
み
を
推
進

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

現
時
点
で
は
、
新
た
な
部

署
を
設
置
す
る
予
定
は
な

い
が
、
今
後
と
も
関
係
部

署
間
の
情
報
共
有
や
連
絡

体
制
の
構
築
な
ど
の
連
携

強
化
に
引
き
続
き
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
部
署
を

　  

関
係
部
署
間
の
連
係
強
化
に
努
め
る

質問の内容に合わせたSDGsアイコンの表記

質問内容に、国連の提唱する持続可能な開発
目標(SDGs)が掲げる「17の目標」に合わせた
アイコンを表記しています。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

 坂口 勝彦
（公明党）

新
戦
略
部
署

佐々木 忠孝
（－）

八尋 一男
（つくし野）

竜
岩
自
然
の
家

ふ
る
さ
と
寄
付
金

ふ
る
さ
と
寄
付
金

辻本 美惠子
（市民会議）

問
　
29
億
円
余
り
の
ふ
る

さ
と
納
税
の
寄
付
金
は
、

テ
ー
マ
を
選
ん
で
寄
付
さ

れ
た
方
の
意
思
を
反
映
し

た
も
の
と
し
て
管
理
す
べ

き
だ
と
思
う
が
市
の
見
解

は
。

答
　
現
時
点
で
、
ふ
る
さ

と
応
援
寄
付
金
の
使
途
ご

と
の
繰
入
額
及
び
繰
出
額

を
支
障
な
く
管
理
で
き
て

お
り
、
創
生
振
興
基
金
に

よ
る
運
用
を
継
続
し
た
い
。

問
　
使
途
の
検
討
も
、
各

課
、
各
職
員
か
ら
の
提
案

を
求
め
て
は
ど
う
か
。

答
　
各
課
、
各
職
員
に
対

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
や
地
域
課
題
解
決
に
資

す
る
新
た
な
施
策
、
事
業

を
企
画
し
、
提
案
す
る
よ

う
促
し
て
い
る
。
ふ
る
さ

と
応
援
寄
付
金
の
使
途
に

合
致
す
る
も
の
は
、
活
用

を
検
討
し
た
い
。

問
　
寄
付
の
活
用
状
況
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
使
い

た
い
の
か
。
ま
た
、
ど
の

よ
う
に
具
体
化
す
る
の
か
。

答
　
小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
整
備
事
業
や
学
校
給
食

物
価
高
騰
対
策
事
業
等
、

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
の

使
途
に
沿
っ
た
事
業
へ
の

活
用
に
つ
い
て
幅
広
く
検

討
し
た
い
。
ま
た
寄
付
者

へ
の
ア
ピ
ー
ル
は
、
今
年

度
、
寄
付
金
の
充
当
を
予

定
し
て
い
る
取
組
の
実
績

を
、
写
真
等
も
交
え
な
が

ら
効
果
的
に
周
知
す
る
な

ど
充
実
を
図
り
た
い
。

インターネットで本会議の映像を視聴できます。

筑紫野市議会

本会議開催中には生中継で、過去の本会議は録画中継でご覧いただけます。
会議名、議員名、会派名や用語から目的の本会議映像を検索できます。
筑紫野市議会ホームページをぜひご活用ください。

市
長

問

問問

問

答

答

答

答 

問

問

答

答

答 答 答 

問問問 答答

答

答 答 

問

答

答 答 答 答 
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問
　
利
用
者
が
何
故
伸
び

な
い
の
か
、
伸
ば
す
た
め

に
ど
う
す
べ
き
か
。
ま
た
、

老
朽
化
し
て
い
る
施
設
・

設
備
の
改
修
も
予
想
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
経
験
豊

富
な
指
定
管
理
者
に
任
せ

る
方
向
で
検
討
し
て
は
。

答
　
空
調
設
備
の
充
実
や

予
約
手
続
き
の
簡
素
化
等
、

近
年
の
利
用
者
ニ
ー
ズ
を

満
た
さ
な
い
こ
と
や
、
キ

ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
に
落
ち
着

き
が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど

に
よ
る
。
ま
た
、
現
在
指

定
管
理
者
制
度
も
含
め
、

運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
や
豊
富
な

経
験
を
有
す
る
民
間
事
業

者
に
よ
る
効
果
的
な
事
業

手
法
等
、
検
討
を
行
っ
て

い
る
。

敬
老
祝
賀
会
の

事
業
見
直
し
を

問
　
対
象
者
は
現
在
の
９

千
人
か
ら
団
塊
世
代
の
加

入
で
2
0
3
0
年
に
は
１

万
５
千
人
と
な
る
が
同
じ

制
度
を
継
続
す
る
の
か
。

答
　
高
齢
者
と
多
世
代
が

懇
談
・
交
流
す
る
こ
と
を

目
的
に
自
治
会
単
位
で
開

催
、
市
は
そ
の
事
業
費
の

一
部
を
助
成
し
て
い
る
。

地
域
の
交
流
を
支
え
る
仕

組
み
と
し
て
継
続
し
て
頂

い
て
い
る
。

問
　
祝
賀
会
を
せ
ず
記
念

品
配
布
し
た
区
長
か
ら
は

留
守
が
多
く
時
間
と
労
力

を
要
し
た
と
聞
く
。
市
で

合
同
開
催
は
で
き
な
い
か
。

答
　
留
守
が
多
く
負
担
が

大
き
い
と
の
声
が
あ
る
反

面
、
普
段
話
を
し
な
い
方

と
交
流
が
で
き
た
と
の
意

見
等
も
あ
り
防
災
活
動
に

も
寄
与
す
る
と
捉
え
て
お

り
、
市
の
式
典
と
地
域
の

祝
賀
会
を
別
々
に
開
催
す

る
よ
り
も
、
自
治
会
に
合

っ
た
方
法
で
の
実
施
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。

問
　
今
回
紹
介
し
た
多
種

多
様
な
声
を
踏
ま
え
、
敬

老
会
に
対
す
る
市
長
の
思

い
を
伺
う
。

市
長
　
地
域
の
力
を
維
持

し
て
い
く
に
は
、
自
治
会

活
動
が
大
事
と
強
く
確
信

し
て
お
り
、
敬
老
会
に
関

し
て
も
自
治
会
を
維
持
す

る
大
事
な
取
組
の
一
つ
と

し
て
、
地
域
の
声
を
聴
き

な
が
ら
支
援
し
た
い
。

竜岩自然の家

経
験
豊
富
な

　
　 指
定
管
理
導
入
を

　  

民
間
事
業
者
に
よ
る

　
　
　
　 事
業
手
法
等
検
討
中

問
　
精
神
的
負
担
の
状
況

把
握
と
相
談
ア
ク
セ
ス
改

善
策
や
専
門
機
関
と
の
連

携
強
化
を
す
べ
き
で
は
。

ま
た
職
場
復
帰
支
援
と
再

発
防
止
に
関
す
る
取
組
を

拡
充
す
べ
き
で
は
。

答
　
対
策
の
第
一
次
的
な

責
務
は
事
業
者
に
あ
る
。

市
の
役
割
は
国
や
県
が
整

備
す
る
支
援
制
度
の
周

知
・
啓
発
に
努
め
る
こ
と

が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

国
設
置
の
「
こ
こ
ろ
の

耳
」
や
県
の
S
N
S
相
談

窓
口
を
周
知
し
相
談
ア
ク

セ
ス
改
善
を
図
る
。
ま
た

事
業
所
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
相
談
を
担
う
「
福
岡
産

業
保
健
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
」
や
休
職
者
へ
の
リ

ワ
ー
ク
支
援
と
職
場
復
帰

支
援
計
画
の
策
定
援
助
を

行
う
「
福
岡
障
害
者
職
業

セ
ン
タ
ー
」
の
情
報
を
商

工
会
な
ど
の
関
係
団
体
を

通
じ
て
提
供
す
る
。
こ
れ

ら
の
専
門
的
な
支
援
情
報

を
周
知
し
不
調
の
予
防
か

ら
職
場
復
帰
・
再
発
防
止

ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援

が
届
く
よ
う
努
め
て
い
く
。

問
　
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

制
度
の
活
用
状
況
と
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
方
針

は
。

答
　
毎
年
１
回
全
職
員
を

対
象
に
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
を
行
っ
て
い
る
。
研
修

の
実
施
や
情
報
提
供
に
加

え
て
産
業
医
や
外
部
相
談

機
関
へ
の
相
談
機
会
を
確

保
し
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ

ア
の
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

労
働
者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
は

　  切
れ
目
の
な
い
支
援
が
届
く
よ
う
努
め
て
い
く

活
用
状
況
具
体
化
と
使
途
の
周
知
を

　  写
真
等
で
効
果
的
に
周
知
す
る
等
充
実
し
た
い

問
　
筑
紫
野
市
の
未
来
を

担
う
非
常
に
重
要
な
事
業

で
あ
る
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
推
進
す
る
部

署
と
し
て
、
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
つ
く
し

ち
ゃ
ん
」
を
軸
と
し
、
ふ

る
さ
と
納
税
も
含
め
た
、

新
た
な
戦
略
部
署
を
早
急

に
立
ち
上
げ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
　
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
推
進
す
る
部
署
の

新
設
は
、
企
画
政
策
課
を

中
心
に
関
係
部
署
が
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
分
野
横

断
的
に
取
り
組
み
を
推
進

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

現
時
点
で
は
、
新
た
な
部

署
を
設
置
す
る
予
定
は
な

い
が
、
今
後
と
も
関
係
部

署
間
の
情
報
共
有
や
連
絡

体
制
の
構
築
な
ど
の
連
携

強
化
に
引
き
続
き
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
部
署
を

　  

関
係
部
署
間
の
連
係
強
化
に
努
め
る

質問の内容に合わせたSDGsアイコンの表記

質問内容に、国連の提唱する持続可能な開発
目標(SDGs)が掲げる「17の目標」に合わせた
アイコンを表記しています。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

 坂口 勝彦
（公明党）

新
戦
略
部
署

佐々木 忠孝
（－）

八尋 一男
（つくし野）

竜
岩
自
然
の
家

ふ
る
さ
と
寄
付
金

ふ
る
さ
と
寄
付
金

辻本 美惠子
（市民会議）

問
　
29
億
円
余
り
の
ふ
る

さ
と
納
税
の
寄
付
金
は
、

テ
ー
マ
を
選
ん
で
寄
付
さ

れ
た
方
の
意
思
を
反
映
し

た
も
の
と
し
て
管
理
す
べ

き
だ
と
思
う
が
市
の
見
解

は
。

答
　
現
時
点
で
、
ふ
る
さ

と
応
援
寄
付
金
の
使
途
ご

と
の
繰
入
額
及
び
繰
出
額

を
支
障
な
く
管
理
で
き
て

お
り
、
創
生
振
興
基
金
に

よ
る
運
用
を
継
続
し
た
い
。

問
　
使
途
の
検
討
も
、
各

課
、
各
職
員
か
ら
の
提
案

を
求
め
て
は
ど
う
か
。

答
　
各
課
、
各
職
員
に
対

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
や
地
域
課
題
解
決
に
資

す
る
新
た
な
施
策
、
事
業

を
企
画
し
、
提
案
す
る
よ

う
促
し
て
い
る
。
ふ
る
さ

と
応
援
寄
付
金
の
使
途
に

合
致
す
る
も
の
は
、
活
用

を
検
討
し
た
い
。

問
　
寄
付
の
活
用
状
況
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
使
い

た
い
の
か
。
ま
た
、
ど
の

よ
う
に
具
体
化
す
る
の
か
。

答
　
小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
整
備
事
業
や
学
校
給
食

物
価
高
騰
対
策
事
業
等
、

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
の

使
途
に
沿
っ
た
事
業
へ
の

活
用
に
つ
い
て
幅
広
く
検

討
し
た
い
。
ま
た
寄
付
者

へ
の
ア
ピ
ー
ル
は
、
今
年

度
、
寄
付
金
の
充
当
を
予

定
し
て
い
る
取
組
の
実
績

を
、
写
真
等
も
交
え
な
が

ら
効
果
的
に
周
知
す
る
な

ど
充
実
を
図
り
た
い
。

インターネットで本会議の映像を視聴できます。

筑紫野市議会

本会議開催中には生中継で、過去の本会議は録画中継でご覧いただけます。
会議名、議員名、会派名や用語から目的の本会議映像を検索できます。
筑紫野市議会ホームページをぜひご活用ください。
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問
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答

答

答 答 答 
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答
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問

答
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問
　
市
民
の
暮
ら
し
と
営

業
は
深
刻
。
長
引
く
物
価

高
騰
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
手
法

で
、
市
民
生
活
の
実
態
の

把
握
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
市
民
生
活
や
地
域
経

済
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
物
価
高
騰
を
重
要
な
課

題
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

ま
た
、
実
態
把
握
に
つ
い

て
は
、
国
や
県
が
公
表
す

る
産
業
活
動
指
数
や
石
油

製
品
価
格
調
査
な
ど
の
統

計
デ
ー
タ
に
よ
る
マ
ク
ロ

な
視
点
に
加
え
、
ま
ち
づ

く
り
へ
の
提
案
や
市
役
所

の
各
相
談
窓
口
に
寄
せ
ら

れ
る
ご
意
見
な
ど
を
通
し

て
、
実
態
や
ニ
ー
ズ
の
把

握
に
努
め
て
い
る
。

問
　
こ
れ
ま
で
の
物
価
高

騰
対
策
等
の
取
組
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
総
括
し

て
い
る
の
か
。

答
　
物
価
高
騰
対
策
の
取

組
に
よ
り
、
一
定
の
効
果

は
あ
っ
た
も
の
と
認
識
し

て
い
る
が
、
物
価
高
騰
は

多
岐
に
わ
た
る
分
野
で
影

響
を
及
ぼ
し
続
け
て
い
る

の
で
、
景
気
の
動
向
や
社

会
情
勢
を
的
確
に
見
極
め

つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て
、

さ
ら
な
る
対
策
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

問
　
こ
れ
ま
で
の
物
価
高

騰
対
策
の
大
半
は
、
国
が

示
す
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
の
選

択
だ
が
、
国
と
県
に
対
し
、

何
を
ど
の
よ
う
に
求
め
て

き
た
の
か
。

答
　
福
岡
県
市
長
会
や
福

岡
都
市
圏
広
域
行
政
推
進

協
議
会
な
ど
を
通
じ
て
、

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け

る
子
育
て
世
代
や
事
業
者

へ
の
支
援
、
さ
ら
に
は
地

方
自
治
体
へ
の
財
政
措
置

な
ど
幅
広
く
要
望
、
提
言

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
今
ま
さ
に
、
市
民
の

命
と
暮
ら
し
を
守
る
と
い

う
政
治
姿
勢
が
、
何
よ
り

求
め
ら
れ
て
い
る
。
市
民

救
済
策
が
遅
れ
る
な
ど
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
が
、
市

長
の
見
解
は
。

市
長
　
地
方
自
治
体
が
活

用
で
き
る
重
点
支
援
地
方

交
付
金
の
拡
充
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
交
付
金
の
額

や
そ
の
内
容
が
ま
と
ま
っ

た
暁
に
は
、
市
と
し
て
、

速
や
か
に
、
市
民
の
暮
ら

し
を
ま
も
り
、
事
業
者
の

営
み
を
支
え
る
施
策
を
展

開
す
る
。

市
民
救
済
策
が
急
務

　
　
　
　 

所
見
を
伺
う

　  

市
民
の
暮
ら
し
と
事
業
者
の

　
　
営
み
を
支
え
る
施
策
を
展
開
す
る

問
　
他
自
治
体
は
、
国
の

重
点
支
援
地
方
交
付
金
に

加
え
基
金
も
活
用
し
、
市

民
が
必
要
と
す
る
食
料
品

の
物
価
高
騰
対
策
を
実
施

し
て
い
る
。
市
民
へ
の
支

援
を
手
厚
く
す
べ
き
で
は
。

答
　
近
日
、
国
か
ら
具
体

的
な
動
き
が
出
て
く
る
と

見
込
ん
で
お
り
、
内
容
や

交
付
額
等
を
精
査
し
、
物

価
高
騰
が
市
民
や
事
業
者

に
与
え
る
影
響
を
踏
ま
え
、

事
業
の
対
象
や
手
法
、
基

金
を
含
め
た
財
源
に
関
し

検
討
し
た
い
。

新
た
な
日
本
遺
産

問
　
長
崎
街
道
シ
ュ
ガ
ー

ロ
ー
ド
が
、
日
本
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
い
る
。
本
市

も
、
協
議
会
に
加
盟
・
参

入
す
る
こ
と
で
、
新
た
に

日
本
遺
産
構
成
地
域
へ
の

新
規
参
画
が
で
き
る
と
考

え
る
が
、
参
加
意
向
は
。

答
　
本
市
の
歴
史
・
文
化

資
源
を
発
信
し
、
観
光
振

興
を
図
る
上
で
、
有
効
な

提
案
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
し
か
し
、
構
成
要

素
と
し
て
求
め
ら
れ
る

「
砂
糖
文
化
」
と
の
深
い

結
び
つ
き
を
示
す
歴
史
的

背
景
が
、
現
時
点
で
は
十

分
で
は
な
い
と
判
断
し
、

現
段
階
で
長
崎
街
道
シ
ュ

ガ
ー
ロ
ー
ド
連
絡
協
議
会

へ
参
画
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
が
、
長
崎
街
道

は
本
市
の
重
要
な
歴
史
遺

産
。
ま
ず
は
、
構
成
自
治

体
の
活
動
状
況
を
注
視
し
、

情
報
収
集
に
努
め
、
歴
史

的
資
源
の
有
効
な
活
用
方

法
の
一
つ
と
し
て
、
今
後

の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅

問
　
市
民
ホ
ー
ル
内
で
特

産
品
の
販
売
を
実
施
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

答
　
新
た
な
販
売
手
法
と

し
て
、
来
場
者
が
そ
の
場

で
商
品
を
購
入
で
き
る
オ

ン
ラ
イ
ン
購
入
の
仕
組
み

が
構
築
で
き
な
い
か
検
討

し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域

産
品
等
の
販
売
も
で
き
る

よ
う
な
施
設
全
体
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
視
野
に
入
れ
、

今
後
、
Ｊ
Ｒ
、
市
民
ホ
ー

ル
管
理
組
合
等
、
関
係
者

の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

市
民
ホ
ー
ル
の
機
能
強
化

に
関
し
検
討
を
進
め
た
い
。

基
金
活
用
し

 

支
援
を
手
厚
く
す
べ
き

　  

基
金
を
含
め
た
財
源
も

　
　
　
　  

検
討
し
て
い
き
た
い

問
　
社
会
全
体
の
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
「
行
か
な
い
窓
口
」

実
現
に
向
け
た
検
討
状
況

を
問
う
。

答
　
職
員
に
よ
る
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
、

市
民
目
線
で
業
務
を
検
証

す
る
「
窓
口
体
験
調
査
」

を
行
い
課
題
の
抽
出
と
、

優
良
事
例
の
情
報
収
集
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
、
粗

大
ご
み
収
集
等
の
手
続
き

に
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
・
決

済
を
導
入
し
て
い
る
。

問
　
公
共
施
設
の
利
用
申

請
は
窓
口
に
出
向
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
申
請
・
決
済

の
仕
組
み
を
早
急
に
導
入

す
る
必
要
が
あ
る
。
進
捗

状
況
は
。

答
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

や
カ
ミ
ー
リ
ヤ
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
主

要
施
設
を
対
象
と
し
て
、

新
年
度
早
々
か
ら
の
運
用

開
始
を
め
ざ
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
・
決
済
の
導
入

に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
改
修

な
ど
具
体
的
な
作
業
を
進

め
て
い
る
。

認
知
症
高
齢
者
の

特
殊
詐
欺
被
害

問
　
被
害
防
止
の
た
め
の

関
係
機
関
と
の
連
携
は
で

き
て
い
る
の
か
。
ど
の
よ

う
な
協
議
を
し
て
い
る
の

か
。

答
　
警
察
の
被
害
状
況
等

の
情
報
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
支
援

課
に
お
い
て
可
能
な
範
囲

で
共
有
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
情
報
を
基
に
、
被
害

の
未
然
防
止
に
向
け
た
啓

発
活
動
や
相
談
対
応
に
活

か
し
て
い
る
。

問
　
一
人
暮
ら
し
の
認
知

症
高
齢
者
に
誰
か
が
訪
れ

る
つ
な
が
り
作
り
は
。

答
　
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

会
議
の
生
活
支
援
・
介
護

予
防
部
会
で
地
域
の
見
守

り
を
進
め
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
・
配
付
中
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会

を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連

携
し
啓
発
を
続
け
て
い
く
。 

筑紫野市生涯学習センター

公
共
施
設
オ
ン
ラ
イ
ン

　
　
　
　 

申
請
導
入
を

　  

新
年
度
か
ら
の
開
始
め
ざ
し

　
　
　
　
　  

シ
ス
テ
ム
改
修
中

問
　
５
歳
児
健
診
は
発
達

障
が
い
の
早
期
発
見
と
不

登
校
対
策
の
観
点
か
ら
重

要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

全
国
的
な
専
門
職
の
人
手

不
足
が
、
導
入
の
最
大
の

障
壁
で
あ
る
が
、
５
歳
児

健
診
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実

施
す
べ
き
で
は
。

答
　
本
市
で
は
、
健
診
を

担
当
す
る
医
師
の
確
保
を

勘
案
し
、
保
育
園
な
ど
の

嘱
託
医
で
あ
る
医
師
が
５

歳
児
健
診
を
行
う
、
い
わ

ゆ
る
園
医
方
式
に
よ
る
実

施
に
向
け
た
検
討
を
進
め

て
い
る
。
た
だ
し
、
国
が
、

令
和
７
年
８
月
に
全
て
の

幼
児
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
等
の
実
施
後
に
、

発
達
課
題
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
た
幼
児
の
み
を
医
師

が
診
察
す
る
２
段
階
方
式

で
の
実
施
も
可
能
と
す
る

見
解
を
示
し
た
こ
と
に
よ

り
、
一
段
階
目
を
聴
き
取

り
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に

よ
り
実
施
す
る
市
町
村
も

見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
た

め
、
当
面
は
、
園
医
方
式

の
検
討
を
進
め
て
い
く
が
、

併
せ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
取
組
も
含
め
て
、
先

進
事
例
の
情
報
収
集
な
ど

に
も
努
め
て
い
く
。

問
　
公
共
施
設
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
木
製

の
遊
具
や
お
も
ち
ゃ
を
整

備
す
べ
き
で
は
。

答
　
「
筑
紫
野
市
内
の
建

築
物
等
に
お
け
る
木
材
の

利
用
の
促
進
に
関
す
る
方

針
」
で
、
備
品
等
に
お
け

る
木
製
品
の
利
用
の
推
進

を
掲
げ
て
い
る
の
で
、
関

係
課
と
協
議
を
し
な
が
ら
、

子
育
て
支
援
施
設
に
お
け

る
木
製
の
遊
具
等
の
活
用

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

い
く
。

障
が
い
者
福
祉
の

充
実
に
つ
い
て

問
　
認
知
症
高
齢
者
等
事

前
登
録
制
度
を
障
が
い
者

に
も
対
象
を
拡
大
す
べ
き

で
は
。

答
　
障
が
い
の
特
性
上
、

突
発
的
な
行
動
に
よ
り
行

方
不
明
と
な
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
現

行
制
度
を
含
め
、
先
進
事

例
な
ど
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
障
が
い
の
あ
る
人
の

行
方
不
明
対
策
を
検
討
し

て
い
く
。

木製の遊具JR二日市駅市民ホール

オ
ン
ラ
イ
ン
で

　
　 

実
施
す
べ
き
で
は

　  

園
医
方
式
に
よ
る
検
討
を

　
　
　
　
　
　
　 

進
め
て
い
る

物
価
高
騰
対
策

物
価
高
騰
対
策前田 倫宏

（つくし野）

５
歳
児
健
診段下 季一郎

（市民会議）

自
治
体
Ｄ
Ⅹ
推
進

自
治
体
Ｄ
Ⅹ
推
進楢木 孝一

（つくし野）

物
価
高
騰

物
価
高
騰古賀 新悟

（－）

問

問問

答

答答

問

答 

問問

問

答

答

答

市
長

答 

答 

答 

問問 答答

問答

答 問

答 

問

問

問

答

答

答

答 

答 

答 
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問
　
市
民
の
暮
ら
し
と
営

業
は
深
刻
。
長
引
く
物
価

高
騰
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
手
法

で
、
市
民
生
活
の
実
態
の

把
握
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
市
民
生
活
や
地
域
経

済
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
物
価
高
騰
を
重
要
な
課

題
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

ま
た
、
実
態
把
握
に
つ
い

て
は
、
国
や
県
が
公
表
す

る
産
業
活
動
指
数
や
石
油

製
品
価
格
調
査
な
ど
の
統

計
デ
ー
タ
に
よ
る
マ
ク
ロ

な
視
点
に
加
え
、
ま
ち
づ

く
り
へ
の
提
案
や
市
役
所

の
各
相
談
窓
口
に
寄
せ
ら

れ
る
ご
意
見
な
ど
を
通
し

て
、
実
態
や
ニ
ー
ズ
の
把

握
に
努
め
て
い
る
。

問
　
こ
れ
ま
で
の
物
価
高

騰
対
策
等
の
取
組
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
総
括
し

て
い
る
の
か
。

答
　
物
価
高
騰
対
策
の
取

組
に
よ
り
、
一
定
の
効
果

は
あ
っ
た
も
の
と
認
識
し

て
い
る
が
、
物
価
高
騰
は

多
岐
に
わ
た
る
分
野
で
影

響
を
及
ぼ
し
続
け
て
い
る

の
で
、
景
気
の
動
向
や
社

会
情
勢
を
的
確
に
見
極
め

つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て
、

さ
ら
な
る
対
策
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

問
　
こ
れ
ま
で
の
物
価
高

騰
対
策
の
大
半
は
、
国
が

示
す
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
の
選

択
だ
が
、
国
と
県
に
対
し
、

何
を
ど
の
よ
う
に
求
め
て

き
た
の
か
。

答
　
福
岡
県
市
長
会
や
福

岡
都
市
圏
広
域
行
政
推
進

協
議
会
な
ど
を
通
じ
て
、

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け

る
子
育
て
世
代
や
事
業
者

へ
の
支
援
、
さ
ら
に
は
地

方
自
治
体
へ
の
財
政
措
置

な
ど
幅
広
く
要
望
、
提
言

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
今
ま
さ
に
、
市
民
の

命
と
暮
ら
し
を
守
る
と
い

う
政
治
姿
勢
が
、
何
よ
り

求
め
ら
れ
て
い
る
。
市
民

救
済
策
が
遅
れ
る
な
ど
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
が
、
市

長
の
見
解
は
。

市
長
　
地
方
自
治
体
が
活

用
で
き
る
重
点
支
援
地
方

交
付
金
の
拡
充
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
交
付
金
の
額

や
そ
の
内
容
が
ま
と
ま
っ

た
暁
に
は
、
市
と
し
て
、

速
や
か
に
、
市
民
の
暮
ら

し
を
ま
も
り
、
事
業
者
の

営
み
を
支
え
る
施
策
を
展

開
す
る
。

市
民
救
済
策
が
急
務

　
　
　
　 

所
見
を
伺
う

　  

市
民
の
暮
ら
し
と
事
業
者
の

　
　
営
み
を
支
え
る
施
策
を
展
開
す
る

問
　
他
自
治
体
は
、
国
の

重
点
支
援
地
方
交
付
金
に

加
え
基
金
も
活
用
し
、
市

民
が
必
要
と
す
る
食
料
品

の
物
価
高
騰
対
策
を
実
施

し
て
い
る
。
市
民
へ
の
支

援
を
手
厚
く
す
べ
き
で
は
。

答
　
近
日
、
国
か
ら
具
体

的
な
動
き
が
出
て
く
る
と

見
込
ん
で
お
り
、
内
容
や

交
付
額
等
を
精
査
し
、
物

価
高
騰
が
市
民
や
事
業
者

に
与
え
る
影
響
を
踏
ま
え
、

事
業
の
対
象
や
手
法
、
基

金
を
含
め
た
財
源
に
関
し

検
討
し
た
い
。

新
た
な
日
本
遺
産

問
　
長
崎
街
道
シ
ュ
ガ
ー

ロ
ー
ド
が
、
日
本
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
い
る
。
本
市

も
、
協
議
会
に
加
盟
・
参

入
す
る
こ
と
で
、
新
た
に

日
本
遺
産
構
成
地
域
へ
の

新
規
参
画
が
で
き
る
と
考

え
る
が
、
参
加
意
向
は
。

答
　
本
市
の
歴
史
・
文
化

資
源
を
発
信
し
、
観
光
振

興
を
図
る
上
で
、
有
効
な

提
案
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
し
か
し
、
構
成
要

素
と
し
て
求
め
ら
れ
る

「
砂
糖
文
化
」
と
の
深
い

結
び
つ
き
を
示
す
歴
史
的

背
景
が
、
現
時
点
で
は
十

分
で
は
な
い
と
判
断
し
、

現
段
階
で
長
崎
街
道
シ
ュ

ガ
ー
ロ
ー
ド
連
絡
協
議
会

へ
参
画
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
が
、
長
崎
街
道

は
本
市
の
重
要
な
歴
史
遺

産
。
ま
ず
は
、
構
成
自
治

体
の
活
動
状
況
を
注
視
し
、

情
報
収
集
に
努
め
、
歴
史

的
資
源
の
有
効
な
活
用
方

法
の
一
つ
と
し
て
、
今
後

の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅

問
　
市
民
ホ
ー
ル
内
で
特

産
品
の
販
売
を
実
施
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

答
　
新
た
な
販
売
手
法
と

し
て
、
来
場
者
が
そ
の
場

で
商
品
を
購
入
で
き
る
オ

ン
ラ
イ
ン
購
入
の
仕
組
み

が
構
築
で
き
な
い
か
検
討

し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域

産
品
等
の
販
売
も
で
き
る

よ
う
な
施
設
全
体
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
視
野
に
入
れ
、

今
後
、
Ｊ
Ｒ
、
市
民
ホ
ー

ル
管
理
組
合
等
、
関
係
者

の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

市
民
ホ
ー
ル
の
機
能
強
化

に
関
し
検
討
を
進
め
た
い
。

基
金
活
用
し

 

支
援
を
手
厚
く
す
べ
き

　  

基
金
を
含
め
た
財
源
も

　
　
　
　  

検
討
し
て
い
き
た
い

問
　
社
会
全
体
の
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
「
行
か
な
い
窓
口
」

実
現
に
向
け
た
検
討
状
況

を
問
う
。

答
　
職
員
に
よ
る
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
、

市
民
目
線
で
業
務
を
検
証

す
る
「
窓
口
体
験
調
査
」

を
行
い
課
題
の
抽
出
と
、

優
良
事
例
の
情
報
収
集
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
、
粗

大
ご
み
収
集
等
の
手
続
き

に
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
・
決

済
を
導
入
し
て
い
る
。

問
　
公
共
施
設
の
利
用
申

請
は
窓
口
に
出
向
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
申
請
・
決
済

の
仕
組
み
を
早
急
に
導
入

す
る
必
要
が
あ
る
。
進
捗

状
況
は
。

答
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

や
カ
ミ
ー
リ
ヤ
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
主

要
施
設
を
対
象
と
し
て
、

新
年
度
早
々
か
ら
の
運
用

開
始
を
め
ざ
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
・
決
済
の
導
入

に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
改
修

な
ど
具
体
的
な
作
業
を
進

め
て
い
る
。

認
知
症
高
齢
者
の

特
殊
詐
欺
被
害

問
　
被
害
防
止
の
た
め
の

関
係
機
関
と
の
連
携
は
で

き
て
い
る
の
か
。
ど
の
よ

う
な
協
議
を
し
て
い
る
の

か
。

答
　
警
察
の
被
害
状
況
等

の
情
報
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
支
援

課
に
お
い
て
可
能
な
範
囲

で
共
有
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
情
報
を
基
に
、
被
害

の
未
然
防
止
に
向
け
た
啓

発
活
動
や
相
談
対
応
に
活

か
し
て
い
る
。

問
　
一
人
暮
ら
し
の
認
知

症
高
齢
者
に
誰
か
が
訪
れ

る
つ
な
が
り
作
り
は
。

答
　
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

会
議
の
生
活
支
援
・
介
護

予
防
部
会
で
地
域
の
見
守

り
を
進
め
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
・
配
付
中
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会

を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連

携
し
啓
発
を
続
け
て
い
く
。 

筑紫野市生涯学習センター

公
共
施
設
オ
ン
ラ
イ
ン

　
　
　
　 

申
請
導
入
を

　  

新
年
度
か
ら
の
開
始
め
ざ
し

　
　
　
　
　  

シ
ス
テ
ム
改
修
中

問
　
５
歳
児
健
診
は
発
達

障
が
い
の
早
期
発
見
と
不

登
校
対
策
の
観
点
か
ら
重

要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

全
国
的
な
専
門
職
の
人
手

不
足
が
、
導
入
の
最
大
の

障
壁
で
あ
る
が
、
５
歳
児

健
診
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実

施
す
べ
き
で
は
。

答
　
本
市
で
は
、
健
診
を

担
当
す
る
医
師
の
確
保
を

勘
案
し
、
保
育
園
な
ど
の

嘱
託
医
で
あ
る
医
師
が
５

歳
児
健
診
を
行
う
、
い
わ

ゆ
る
園
医
方
式
に
よ
る
実

施
に
向
け
た
検
討
を
進
め

て
い
る
。
た
だ
し
、
国
が
、

令
和
７
年
８
月
に
全
て
の

幼
児
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
等
の
実
施
後
に
、

発
達
課
題
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
た
幼
児
の
み
を
医
師

が
診
察
す
る
２
段
階
方
式

で
の
実
施
も
可
能
と
す
る

見
解
を
示
し
た
こ
と
に
よ

り
、
一
段
階
目
を
聴
き
取

り
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に

よ
り
実
施
す
る
市
町
村
も

見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
た

め
、
当
面
は
、
園
医
方
式

の
検
討
を
進
め
て
い
く
が
、

併
せ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
取
組
も
含
め
て
、
先

進
事
例
の
情
報
収
集
な
ど

に
も
努
め
て
い
く
。

問
　
公
共
施
設
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
木
製

の
遊
具
や
お
も
ち
ゃ
を
整

備
す
べ
き
で
は
。

答
　
「
筑
紫
野
市
内
の
建

築
物
等
に
お
け
る
木
材
の

利
用
の
促
進
に
関
す
る
方

針
」
で
、
備
品
等
に
お
け

る
木
製
品
の
利
用
の
推
進

を
掲
げ
て
い
る
の
で
、
関

係
課
と
協
議
を
し
な
が
ら
、

子
育
て
支
援
施
設
に
お
け

る
木
製
の
遊
具
等
の
活
用

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

い
く
。

障
が
い
者
福
祉
の

充
実
に
つ
い
て

問
　
認
知
症
高
齢
者
等
事

前
登
録
制
度
を
障
が
い
者

に
も
対
象
を
拡
大
す
べ
き

で
は
。

答
　
障
が
い
の
特
性
上
、

突
発
的
な
行
動
に
よ
り
行

方
不
明
と
な
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
現

行
制
度
を
含
め
、
先
進
事

例
な
ど
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
障
が
い
の
あ
る
人
の

行
方
不
明
対
策
を
検
討
し

て
い
く
。

木製の遊具JR二日市駅市民ホール

オ
ン
ラ
イ
ン
で

　
　 

実
施
す
べ
き
で
は

　  

園
医
方
式
に
よ
る
検
討
を

　
　
　
　
　
　
　 

進
め
て
い
る

物
価
高
騰
対
策

物
価
高
騰
対
策前田 倫宏

（つくし野）

５
歳
児
健
診段下 季一郎

（市民会議）

自
治
体
Ｄ
Ⅹ
推
進

自
治
体
Ｄ
Ⅹ
推
進楢木 孝一

（つくし野）

物
価
高
騰

物
価
高
騰古賀 新悟

（－）

問

問問

答

答答

問

答 

問問

問

答

答

答

市
長

答 

答 

答 

問問 答答

問答

答 問

答 

問

問

問

答

答

答

答 

答 

答 
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問
　
小
中
学
校
体
育
館
で

の
避
難
生
活
に
お
い
て
、

ど
れ
く
ら
い
の
電
気
量
が

必
要
と
考
え
て
い
る
か
。

答
　
避
難
所
と
な
る
全
小

中
学
校
体
育
館
の
延
床
面

積
に
対
す
る
ス
フ
ィ
ア
基

準
で
の
概
算
収
容
人
数
は

約
５
，
２
０
０
人
と
想
定

さ
れ
、
被
害
規
模
に
よ
り

避
難
者
数
や
資
機
材
数
、

滞
在
期
間
な
ど
の
状
況
に

応
じ
て
避
難
生
活
に
必
要

と
な
る
電
気
量
は
異
な
る

た
め
、
具
体
的
な
算
定
は

困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

問
　
長
期
に
わ
た
り
停
電

が
発
生
し
た
場
合
、
体
育

館
の
電
源
確
保
は
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
学
校
に
配
備
し
て
い

る
発
電
機
に
加
え
、
避
難

生
活
の
支
援
体
制
を
強
化

し
市
民
の
安
全
・
安
心
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的

に
、
２
事
業
所
と
「
災
害

時
の
レ
ン
タ
ル
機
材
の
提

供
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
、
必
要
に
応
じ
て
発

電
機
な
ど
の
機
材
を
確
保

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問
　
脱
炭
素
化
も
含
め
学

校
体
育
館
に
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
等
の
導
入

を
検
討
す
べ
き
で
は
。

答
　
初
期
投
資
に
加
え
て

維
持
管
理
に
つ
い
て
も
多

額
の
費
用
を
要
す
る
。
学

校
体
育
館
へ
の
設
備
整
備

は
躯
体
の
強
度
や
屋
根
形

状
か
ら
困
難
で
あ
る
と
考

え
、
校
舎
改

修
等
の
機
会

を
捉
え
、
導

入
の
可
能
性

を
検
討
し
た

い
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
設
置
は

介
護
職
員
へ
の
処
遇
改
善
の
進
捗
は

　  

校
舎
改
修
等
の
機
会
で
検
討

問
　
市
長
宛
に
昨
年
６
月

に
「
介
護
職
員
へ
の
処
遇

改
善
を
求
め
る
陳
情
書
」

が
提
出
さ
れ
て
１
年
半
が

経
つ
が
、
そ
の
進
捗
を
伺

う
。

答
　
市
と
し
て
も
介
護
現

場
の
負
担
軽
減
や
事
業
者

の
採
用
活
動
へ
の
支
援
、

介
護
人
材
確
保
に
資
す
る

情
報
発
信
な
ど
を
進
め
て

い
る
。
現
在
、
緊
急
的
対

応
と
し
て
臨
時
的
報
酬
改

定
や
職
場
環
境
改
善
の
支

援
が
国
に
お
い
て
検
討
さ

れ
て
い
る
。
今
後
も
、
国

や
県
の
施
策
を
注
視
し
な

が
ら
市
と
し
て
で
き
る
支

援
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
「
１
１
，
７
８
６

人
」
の
署
名
を
し
て
く
れ

た
方
々
や
市
民
が
納
得
で

き
る
よ
う
な
取
組
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
、

現
状
で
の
市
長
の
考
え
を

改
め
て
伺
う
。

市
長
　
国
を
挙
げ
て
取
り

組
む
重
要
な
課
題
と
し
て

と
ら
え
国
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
、
市
が
で
き
る
こ

と
を
行
っ
て
い
く
姿
勢
に

変
わ
り
は
な
い
。

現
在
、
国
が
介
護
職
員
の

処
遇
改
善
を
前
倒
し
で
実

施
す
る
よ
う
進
め
て
い
る

の
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
引

き
続
き
市
の
取
組
を
進
め

て
い
く
。

　  

市
と
し
て
出
来
る
支
援
を
検
討
す
る

問
　
今
年
か
ら
シ
テ
ィ
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
が
開

始
さ
れ
、
市
か
ら
の
情
報

を
ど
れ
だ
け
確
実
に
市
民

に
届
け
ら
れ
る
の
か
問
わ

れ
る
が
、
本
市
が
運
用
す

る
市
民
に
対
す
る
情
報
発

信
ツ
ー
ル
は
何
が
あ
る
か
。

答
　
主
に
広
報
紙
、
Ｈ
Ｐ
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
Ｘ
、
Ｆ
ａ
ｃ

ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
年
代
別
登
録
数
か

ら
見
え
る
課
題
は
。

答
　
30
歳
以
下
及
び
70
代

以
上
の
登
録
者
数
が
少
な

い
た
め
、
周
知
方
法
の
工

夫
や
機
能
充
実
を
図
り
、

全
体
的
な
登
録
者
数
の
増

加
を
図
っ
て
い
く
。

問
　
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

セ
グ
メ
ン
ト
配
信
を
行
う

市
の
お
知
ら
せ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
別
登
録
数
は
。
ま
た

全
カ
テ
ゴ
リ
ー
チ
ェ
ッ
ク

無
し
で
情
報
を
受
け
取
っ

て
い
な
い
市
民
は
何
名
か
。

答
　
防
災
・
防
犯
６
，
６

８
９
人
、
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
３
，
９
６
０
人
、

福
祉(

高
齢
者
・
障
が
い

者
・
生
活
困
窮
世
帯
な

ど
）
４
，
７
４
２
人
、

環
境
５
，
５
４
９
人
、
イ

ベ
ン
ト
・
募
集
６
，
０
８

６
人
、
そ
の
他
５
，
５
９

０
人
。
全
カ
テ
ゴ
リ
ー
チ

ェ
ッ
ク
無
し
の
方
１
０
，

９
８
７
人
。
広
報
12
月
号

に
受
信
設
定
方
法
を
掲
載

し
、
今
後
も
周
知
を
行
っ

て
い
く
。

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
年
代
別
登
録
数
は

　  

全
体
的
な
登
録
者
数
の
増
加
を
図
っ
て
い
く

福
祉
と
人
材
確
保

吉村 陽一
（市民会議）

赤司 祥一

対
内
情
報
発
信

（つくし野） 

問
　
介
護
・
福
祉
業
界
の

人
材
不
足
解
消
に
向
け
た

取
組
と
し
て
、
高
齢
者
向

け
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
導
入
し
て
は

ど
う
か
。

答
　
今
年
度
よ
り
「
住

民
主
体
に
よ
る
介
護
予

防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業
」
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
や
自
治
会
に
対
し
開
始

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現

段
階
で
は
、
こ
の
取
り
組

み
を
重
点
的
に
進
め
て
い

き
た
い
。

問
　
介
護
・
福
祉
事
業
者

と
地
域
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
つ
な
ぐ
「
ス
ケ
ッ

タ
ー
」
事
業
を
取
り
入
れ

て
は
ど
う
か
。

答
　
補
助
的
な
活
動
や
短

時
間
の
役
割
を
担
っ
て
い

た
だ
く
人
材
を
確
保
す
る

こ
と
で
、
介
護
職
員
の
負

担
軽
減
に
繋
が
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
先
進
自
治
体
の
事
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
導
入
の

可
否
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
の

利
便
性
向
上

問
　
地
域
公
共
交
通
計
画

に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
見
直
し
時
期
と
西
口

に
停
留
所
設
置
は
。

答
　
可
能
な
限
り
早
期
の

見
直
し
を
目
指
し
、
運
行

ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
等
の
検

討
を
進
め
る
が
、
停
留
所

の
設
置
は
、
既
に
東
口
に

停
留
所
を
設
け
て
い
る
現

状
か
ら
運
行
ル
ー
ト
の
所

要
時
間
、
運
行
効
率
に
与

え
る
影
響
等
を
慎
重
に
見

極
め
な
が
ら
最
適
な
方
策

を
講
じ
て
い
き
た
い
。

問
　
都
市
計
画
で
駅
舎
の

東
西
を
結
ぶ
自
由
通
路
の

整
備
を
目
指
す
と
い
う
方

針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
高

齢
者
・
障
が
い
者
等
を
対

象
に
改
札
口
間
の
移
動
を

支
援
す
る
通
行
券
補
助
が

出
来
な
い
か
。

答
　
現
時
点
で
通
行
券
補

助
事
業
を
実
施
す
る
予
定

は
な
い
が
、
地
域
公
共
交

通
の
充
実
と
併
せ
て
そ
の

手
法
に
つ
い
て
調
査
研
究

に
努
め
て
い
く
。 

JR二日市駅西口乗降口

事
業
者
と
有
償

　 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
繋
ぐ

　  

先
進
自
治
体
を
参
考
に

　
　
　
　
　 

導
入
可
否
を
検
討

問
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

地
は
１
か
所
な
の
で
、
ど

こ
に
決
ま
っ
て
も
市
民
全

体
が
賛
成
す
る
整
備
地
は

考
え
に
く
い
た
め
、
次
善

の
策
と
し
て
市
民
全
体
に

意
見
を
聞
き
、
決
定
し
て

は
ど
う
か
。

答
　
今
後
、
ス
ポ
ー
ツ
の

ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し

て
具
体
的
な
検
討
を
進
め

て
い
く
際
に
は
、
市
民
の

理
解
を
得
る
た
め
の
機
会

を
設
け
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

問
　
障
が
い
を
お
持
ち
の

方
、
高
齢
の
方
々
の
中
に

は
、
遠
く
ま
で
い
け
な
い
、

公
民
館
の
運
動
機
能
を
充

実
し
て
ほ
し
い
と
い
う
ご

意
見
も
あ
る
。
整
備
予
定

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用

が
難
し
い
方
々
へ
は
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て

い
る
の
か
。

答
　
高
齢
者
や
障
が
い
者

な
ど
、
移
動
が
困
難
な

方
々
に
も
、
身
近
な
施
設

で
ス
ポ
ー
ツ
を
親
し
み
、

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
取
組
み
を
進
め
て
い

く
。

相
手
を
大
切
に
す
る

教
育

問
　
本
市
総
合
教
育
会
議

や
、
議
会
で
の
い
じ
め
や

不
登
校
の
報
告
で
も
、
盗

撮
な
ど
の
報
告
は
聞
い
た

こ
と
は
な
い
。
市
内
小
中

学
校
で
は
、
性
犯
罪
に
関

す
る
調
査
は
行
わ
れ
て
い

る
の
か
。
ま
た
実
情
を
尋

ね
る
。

答
　
文
部
科
学
省
が
実
施

す
る
調
査
で
は
、
性
に
関

す
る
事
案
に
つ
い
て
の
集

計
は
な
い
が
、
事
案
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
県
の

対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に

基
づ
き
、
学
校
か
ら
教
育

委
員
会
へ
の
報
告
に
よ
り

事
案
を
速
や
か
に
把
握
し
、

そ
の
後
必
要
に
応
じ
て
、

警
察
等
の
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
対
応
を

進
め
る
こ
と
と
な
る
。

福岡県性暴力対策啓発冊子

市スポーツ施設整備基本構想より

【スポーツ施設の配置例】

市
民
全
体
に
意
見
を

　
　
　 

聞
い
て
決
定
を

　  

市
民
の
理
解
を
得
る
た
め
の

　
　
　
　
　
　  

機
会
を
設
け
る

ス
ポ
ー
ツ
施
設西村 和子

（市民会議）

ス
ケ
ッ
タ
ー
事
業

ス
ケ
ッ
タ
ー
事
業山本 加奈子

（公明党）

学
校
避
難
所

宮﨑 吉弘
（公明党）

問

問

問 答答

答

答 答 

問問 答 答 

問問 問 答答

答

答 

問問 答答

問答

答 問

答 

問答

問問 答

答

市
長

答 

答 

答 
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問
　
小
中
学
校
体
育
館
で

の
避
難
生
活
に
お
い
て
、

ど
れ
く
ら
い
の
電
気
量
が

必
要
と
考
え
て
い
る
か
。

答
　
避
難
所
と
な
る
全
小

中
学
校
体
育
館
の
延
床
面

積
に
対
す
る
ス
フ
ィ
ア
基

準
で
の
概
算
収
容
人
数
は

約
５
，
２
０
０
人
と
想
定

さ
れ
、
被
害
規
模
に
よ
り

避
難
者
数
や
資
機
材
数
、

滞
在
期
間
な
ど
の
状
況
に

応
じ
て
避
難
生
活
に
必
要

と
な
る
電
気
量
は
異
な
る

た
め
、
具
体
的
な
算
定
は

困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

問
　
長
期
に
わ
た
り
停
電

が
発
生
し
た
場
合
、
体
育

館
の
電
源
確
保
は
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
学
校
に
配
備
し
て
い

る
発
電
機
に
加
え
、
避
難

生
活
の
支
援
体
制
を
強
化

し
市
民
の
安
全
・
安
心
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的

に
、
２
事
業
所
と
「
災
害

時
の
レ
ン
タ
ル
機
材
の
提

供
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
、
必
要
に
応
じ
て
発

電
機
な
ど
の
機
材
を
確
保

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問
　
脱
炭
素
化
も
含
め
学

校
体
育
館
に
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
等
の
導
入

を
検
討
す
べ
き
で
は
。

答
　
初
期
投
資
に
加
え
て

維
持
管
理
に
つ
い
て
も
多

額
の
費
用
を
要
す
る
。
学

校
体
育
館
へ
の
設
備
整
備

は
躯
体
の
強
度
や
屋
根
形

状
か
ら
困
難
で
あ
る
と
考

え
、
校
舎
改

修
等
の
機
会

を
捉
え
、
導

入
の
可
能
性

を
検
討
し
た

い
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
設
置
は

介
護
職
員
へ
の
処
遇
改
善
の
進
捗
は

　  

校
舎
改
修
等
の
機
会
で
検
討

問
　
市
長
宛
に
昨
年
６
月

に
「
介
護
職
員
へ
の
処
遇

改
善
を
求
め
る
陳
情
書
」

が
提
出
さ
れ
て
１
年
半
が

経
つ
が
、
そ
の
進
捗
を
伺

う
。

答
　
市
と
し
て
も
介
護
現

場
の
負
担
軽
減
や
事
業
者

の
採
用
活
動
へ
の
支
援
、

介
護
人
材
確
保
に
資
す
る

情
報
発
信
な
ど
を
進
め
て

い
る
。
現
在
、
緊
急
的
対

応
と
し
て
臨
時
的
報
酬
改

定
や
職
場
環
境
改
善
の
支

援
が
国
に
お
い
て
検
討
さ

れ
て
い
る
。
今
後
も
、
国

や
県
の
施
策
を
注
視
し
な

が
ら
市
と
し
て
で
き
る
支

援
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
「
１
１
，
７
８
６

人
」
の
署
名
を
し
て
く
れ

た
方
々
や
市
民
が
納
得
で

き
る
よ
う
な
取
組
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
、

現
状
で
の
市
長
の
考
え
を

改
め
て
伺
う
。

市
長
　
国
を
挙
げ
て
取
り

組
む
重
要
な
課
題
と
し
て

と
ら
え
国
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
、
市
が
で
き
る
こ

と
を
行
っ
て
い
く
姿
勢
に

変
わ
り
は
な
い
。

現
在
、
国
が
介
護
職
員
の

処
遇
改
善
を
前
倒
し
で
実

施
す
る
よ
う
進
め
て
い
る

の
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
引

き
続
き
市
の
取
組
を
進
め

て
い
く
。

　  

市
と
し
て
出
来
る
支
援
を
検
討
す
る

問
　
今
年
か
ら
シ
テ
ィ
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
が
開

始
さ
れ
、
市
か
ら
の
情
報

を
ど
れ
だ
け
確
実
に
市
民

に
届
け
ら
れ
る
の
か
問
わ

れ
る
が
、
本
市
が
運
用
す

る
市
民
に
対
す
る
情
報
発

信
ツ
ー
ル
は
何
が
あ
る
か
。

答
　
主
に
広
報
紙
、
Ｈ
Ｐ
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
Ｘ
、
Ｆ
ａ
ｃ

ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
年
代
別
登
録
数
か

ら
見
え
る
課
題
は
。

答
　
30
歳
以
下
及
び
70
代

以
上
の
登
録
者
数
が
少
な

い
た
め
、
周
知
方
法
の
工

夫
や
機
能
充
実
を
図
り
、

全
体
的
な
登
録
者
数
の
増

加
を
図
っ
て
い
く
。

問
　
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

セ
グ
メ
ン
ト
配
信
を
行
う

市
の
お
知
ら
せ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
別
登
録
数
は
。
ま
た

全
カ
テ
ゴ
リ
ー
チ
ェ
ッ
ク

無
し
で
情
報
を
受
け
取
っ

て
い
な
い
市
民
は
何
名
か
。

答
　
防
災
・
防
犯
６
，
６

８
９
人
、
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
３
，
９
６
０
人
、

福
祉(

高
齢
者
・
障
が
い

者
・
生
活
困
窮
世
帯
な

ど
）
４
，
７
４
２
人
、

環
境
５
，
５
４
９
人
、
イ

ベ
ン
ト
・
募
集
６
，
０
８

６
人
、
そ
の
他
５
，
５
９

０
人
。
全
カ
テ
ゴ
リ
ー
チ

ェ
ッ
ク
無
し
の
方
１
０
，

９
８
７
人
。
広
報
12
月
号

に
受
信
設
定
方
法
を
掲
載

し
、
今
後
も
周
知
を
行
っ

て
い
く
。

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
年
代
別
登
録
数
は

　  

全
体
的
な
登
録
者
数
の
増
加
を
図
っ
て
い
く

福
祉
と
人
材
確
保

吉村 陽一
（市民会議）

赤司 祥一

対
内
情
報
発
信

（つくし野） 

問
　
介
護
・
福
祉
業
界
の

人
材
不
足
解
消
に
向
け
た

取
組
と
し
て
、
高
齢
者
向

け
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
導
入
し
て
は

ど
う
か
。

答
　
今
年
度
よ
り
「
住

民
主
体
に
よ
る
介
護
予

防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業
」
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
や
自
治
会
に
対
し
開
始

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現

段
階
で
は
、
こ
の
取
り
組

み
を
重
点
的
に
進
め
て
い

き
た
い
。

問
　
介
護
・
福
祉
事
業
者

と
地
域
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
つ
な
ぐ
「
ス
ケ
ッ

タ
ー
」
事
業
を
取
り
入
れ

て
は
ど
う
か
。

答
　
補
助
的
な
活
動
や
短

時
間
の
役
割
を
担
っ
て
い

た
だ
く
人
材
を
確
保
す
る

こ
と
で
、
介
護
職
員
の
負

担
軽
減
に
繋
が
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
先
進
自
治
体
の
事
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
導
入
の

可
否
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
の

利
便
性
向
上

問
　
地
域
公
共
交
通
計
画

に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
見
直
し
時
期
と
西
口

に
停
留
所
設
置
は
。

答
　
可
能
な
限
り
早
期
の

見
直
し
を
目
指
し
、
運
行

ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
等
の
検

討
を
進
め
る
が
、
停
留
所

の
設
置
は
、
既
に
東
口
に

停
留
所
を
設
け
て
い
る
現

状
か
ら
運
行
ル
ー
ト
の
所

要
時
間
、
運
行
効
率
に
与

え
る
影
響
等
を
慎
重
に
見

極
め
な
が
ら
最
適
な
方
策

を
講
じ
て
い
き
た
い
。

問
　
都
市
計
画
で
駅
舎
の

東
西
を
結
ぶ
自
由
通
路
の

整
備
を
目
指
す
と
い
う
方

針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
高

齢
者
・
障
が
い
者
等
を
対

象
に
改
札
口
間
の
移
動
を

支
援
す
る
通
行
券
補
助
が

出
来
な
い
か
。

答
　
現
時
点
で
通
行
券
補

助
事
業
を
実
施
す
る
予
定

は
な
い
が
、
地
域
公
共
交

通
の
充
実
と
併
せ
て
そ
の

手
法
に
つ
い
て
調
査
研
究

に
努
め
て
い
く
。 

JR二日市駅西口乗降口

事
業
者
と
有
償

　 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
繋
ぐ

　  

先
進
自
治
体
を
参
考
に

　
　
　
　
　 

導
入
可
否
を
検
討

問
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

地
は
１
か
所
な
の
で
、
ど

こ
に
決
ま
っ
て
も
市
民
全

体
が
賛
成
す
る
整
備
地
は

考
え
に
く
い
た
め
、
次
善

の
策
と
し
て
市
民
全
体
に

意
見
を
聞
き
、
決
定
し
て

は
ど
う
か
。

答
　
今
後
、
ス
ポ
ー
ツ
の

ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し

て
具
体
的
な
検
討
を
進
め

て
い
く
際
に
は
、
市
民
の

理
解
を
得
る
た
め
の
機
会

を
設
け
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

問
　
障
が
い
を
お
持
ち
の

方
、
高
齢
の
方
々
の
中
に

は
、
遠
く
ま
で
い
け
な
い
、

公
民
館
の
運
動
機
能
を
充

実
し
て
ほ
し
い
と
い
う
ご

意
見
も
あ
る
。
整
備
予
定

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用

が
難
し
い
方
々
へ
は
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て

い
る
の
か
。

答
　
高
齢
者
や
障
が
い
者

な
ど
、
移
動
が
困
難
な

方
々
に
も
、
身
近
な
施
設

で
ス
ポ
ー
ツ
を
親
し
み
、

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
取
組
み
を
進
め
て
い

く
。

相
手
を
大
切
に
す
る

教
育

問
　
本
市
総
合
教
育
会
議

や
、
議
会
で
の
い
じ
め
や

不
登
校
の
報
告
で
も
、
盗

撮
な
ど
の
報
告
は
聞
い
た

こ
と
は
な
い
。
市
内
小
中

学
校
で
は
、
性
犯
罪
に
関

す
る
調
査
は
行
わ
れ
て
い

る
の
か
。
ま
た
実
情
を
尋

ね
る
。

答
　
文
部
科
学
省
が
実
施

す
る
調
査
で
は
、
性
に
関

す
る
事
案
に
つ
い
て
の
集

計
は
な
い
が
、
事
案
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
県
の

対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に

基
づ
き
、
学
校
か
ら
教
育

委
員
会
へ
の
報
告
に
よ
り

事
案
を
速
や
か
に
把
握
し
、

そ
の
後
必
要
に
応
じ
て
、

警
察
等
の
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
対
応
を

進
め
る
こ
と
と
な
る
。

福岡県性暴力対策啓発冊子

市スポーツ施設整備基本構想より

【スポーツ施設の配置例】

市
民
全
体
に
意
見
を

　
　
　 

聞
い
て
決
定
を

　  

市
民
の
理
解
を
得
る
た
め
の

　
　
　
　
　
　  

機
会
を
設
け
る

ス
ポ
ー
ツ
施
設西村 和子

（市民会議）

ス
ケ
ッ
タ
ー
事
業

ス
ケ
ッ
タ
ー
事
業山本 加奈子

（公明党）

学
校
避
難
所

宮﨑 吉弘
（公明党）

問

問

問 答答

答

答 答 

問問 答 答 

問問 問 答答

答

答 

問問 答答

問答

答 問

答 

問答

問問 答

答

市
長

答 

答 

答 
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問
　本
市
の
高
校
生
・
大

学
生
の
奨
学
金
返
済
状
況

の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
か
。

答
　
滞
納
繰
越
分
を
中
心

に
奨
学
資
金
返
還
金
の
徴

収
率
が
減
少
傾
向
で
あ
る

こ
と
が
課
題
と
考
え
て
お

り
、
返
済
が
困
難
な
方
に

対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
通

し
て
、
状
況
の
把
握
等
を

行
っ
て
い
る
。

問
　人
材
不
足
分
野
に
お

け
る
、
市
内
就
職
者
へ
の

返
還
免
除
制
度
創
設
の
検

討
余
地
は
あ
る
か
。

答
　
奨
学
資
金
は
、
奨
学

生
か
ら
の
返
還
金
が
新
た

な
奨
学
資
金
貸
与
の
原
資

と
な
る
こ
と
か
ら
、
事
業

の
性
質
上
、

考
え
て
な

い
。

市
の
組
織
体
制
と

働
き
方

問
　不
祥
事
に
つ
い
て
、

原
因
分
析
を
ど
う
行
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
再
発
防

止
に
向
け
た
見
解
は
。

答
　
公
務
員
と
し
て
の
規

範
意
識
や
倫
理
観
の
欠
如
、

個
人
的
な
欲
求
の
充
足
な

ど
の
職
員
個
人
に
起
因
す

る
面
だ
け
で
な
く
、
管
理

監
督
体
制
や
内
部
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
は
じ
め
と
す
る

組
織
的
な
問
題
に
起
因
す

る
面
も
あ
っ
た
と
考
え
る
。

公
務
員
と
し
て
の
服
務
規

律
の
確
保
の
徹
底
は
も
と

よ
り
、
勤
務
時
間
や
公
金

取
り
扱
い
の
適
正
管
理
に

も
徹
底
し
て
取
り
組
む
。

ま
た
職
員
同
士
が
良
好
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
こ
と
で
風
通
し
の
よ

い
組
織
づ
く
り
に
も
努
め

て
い
く
。

塔
原
一
号
交
差
点

問
　現
状
を
ど
う
把
握
し
、

危
険
情
報
に
つ
い
て
警
察

と
ど
の
程
度
情
報
共
有
し

協
議
を
行
っ
た
の
か
。

答
　
職
員
に
よ
る
交
通
量

調
査
な
ど
を
実
施
し
、
警

察
に
も
現
地
の
状
況
を
確

認
し
て
い
た
だ
き
、
実
態

の
把
握
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
の
意
見
も
踏
ま
え
、

那
珂
県
土
整
備
事
務
所
お

よ
び
警
察
と
協
議
を
行
い
、

路
面
標
示
の
着
色
部
分
を

延
長
し
、
矢
印
標
示
を
認

識
し
や
す
い
配
置
と
す
る

な
ど
の
改
良
を
行
う
こ
と

と
な
り
、

年
内
に

施
工
で

き
る
よ

う
取
り

組
ん
で

い
る
。 

塔原一号交差点

現
状
を
ど
う

　
　 認
識
し
て
い
る
か

　  

状
況
の
把
握
等
を

　
　
　
　
　
　
　  

行
っ
て
い
る

問
　全
国
学
力
テ
ス
ト
の

結
果
と
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。

答
　
小
学
校
の
理
科
が
全

国
並
び
に
県
平
均
と
ほ
ぼ

同
等
、
小
学
校
に
お
い
て

は
、
国
語
と
算
数
が
、
中

学
校
に
お
い
て
は
国
語
・

数
学
・
理
科
が
全
国
並
び

に
県
を
上
回
っ
て
い
る
。

ま
た
、
対
策
に
つ
い
て
は

各
学
校
の
分
析
結
果
及
び

改
善
策
を
共
有
し
、
課
題

改
善
に
向
け
て
計
画
的
に

指
導
助
言
を
し
て
い
る
。

問
　各
学
校
別
に
成
績
結

果
の
公
表
は
で
き
な
い
の

か
。

答
　
学
校
の
序
列
化
や
過

度
な
競
争
に
つ
な
が
る
懸

念
が
あ
る
た
め
公
表
し
て

い
な
い
。

問
　学
力
向
上
に
は
、
あ

る
一
定
の
競
争
原
理
も
必

要
で
は
。
ま
た
、
学
校
ご

と
の
成
績
を
公
表
す
べ
き

で
は
。
そ
れ
が
教
職
員
の

質
の
向
上
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
。

答
　
結
果
が
ひ
と
り
歩
き

し
て
学
校
の
序
列
化
や
過

度
な
競
争
に
繋
が
る
懸
念

が
あ
り
、
慎
重
に
あ
る
べ

き
と
考
え
る
。

シ
テ
ィ

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

問
　ど
の
よ
う
な
理
由
で

シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ

た
の
か
。
そ
の
趣
旨
と
進

め
方
、
費
用
対
効
果
、
経

費
節
減
等
の
対
策
は
。

答
　
市
が
有
す
る
魅
力
や

資
源
を
分
析
、
再
発
見
し

更
に
磨
き
上
げ
、
定
住
人

口
や
関
係
人
口
の
増
加
を

目
的
と
し
て
い
る
。
具
体

的
な
取
り
組
み
と
し
て
各

種
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
グ

ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調

査
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

通
し
て
市
民
や
関
係
団
体

の
意
見
を
伺
い
、
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
効

果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
た
め
の
広
報
啓
発
物
を

作
成
す
る
。
経
費
は
専
門

的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
で

あ
り
、
委
託
料
と
し
て

１
６
８
３
万
円
を
見
込
み
、

県
の
補
助
金
を
活
用
し
財

政
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て

い
る
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
の

　
　
　 今
後
の
対
策
は

　  

課
題
分
析
し
、日
常
の

　
　
　 授
業
改
善
等
検
討
す
る

春口 茜
（市民会議）

奨
学
金
改
革

田中 允

教
育
行
政 （－）

ようこそ筑紫野市議会へ!
令和７年１０月２１日

令和７年１０月２２日

令和７年１１月１２日 令和７年１１月２０日

令和７年１０月２８日 令和７年１１月６日

千葉県野田市議会環境経済委員会
・地域コミュニティによるまちづくりの推進について

山口県萩市議会経済建設委員会
・共創による「健康づくり・通学・配送」を支える

交通体系構築プロジェクトについて

兵庫県高砂市議会文教厚生委員会
・地域コミュニティによるまちづくりについて

北海道千歳市議会厚生環境委員会
・地域コミュニティについて

岡山県津山市議会厚生委員会
・筑紫野市こども計画・子ども条例について

香川県善通寺市議会議会運営委員会
・市議会ハラスメント防止条例について
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問答

問答

答
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問問問

問

答答

答

答
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問
　本
市
の
高
校
生
・
大

学
生
の
奨
学
金
返
済
状
況

の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
か
。

答
　
滞
納
繰
越
分
を
中
心

に
奨
学
資
金
返
還
金
の
徴

収
率
が
減
少
傾
向
で
あ
る

こ
と
が
課
題
と
考
え
て
お

り
、
返
済
が
困
難
な
方
に

対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
通

し
て
、
状
況
の
把
握
等
を

行
っ
て
い
る
。

問
　人
材
不
足
分
野
に
お

け
る
、
市
内
就
職
者
へ
の

返
還
免
除
制
度
創
設
の
検

討
余
地
は
あ
る
か
。

答
　
奨
学
資
金
は
、
奨
学

生
か
ら
の
返
還
金
が
新
た

な
奨
学
資
金
貸
与
の
原
資

と
な
る
こ
と
か
ら
、
事
業

の
性
質
上
、

考
え
て
な

い
。

市
の
組
織
体
制
と

働
き
方

問
　不
祥
事
に
つ
い
て
、

原
因
分
析
を
ど
う
行
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
再
発
防

止
に
向
け
た
見
解
は
。

答
　
公
務
員
と
し
て
の
規

範
意
識
や
倫
理
観
の
欠
如
、

個
人
的
な
欲
求
の
充
足
な

ど
の
職
員
個
人
に
起
因
す

る
面
だ
け
で
な
く
、
管
理

監
督
体
制
や
内
部
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
は
じ
め
と
す
る

組
織
的
な
問
題
に
起
因
す

る
面
も
あ
っ
た
と
考
え
る
。

公
務
員
と
し
て
の
服
務
規

律
の
確
保
の
徹
底
は
も
と

よ
り
、
勤
務
時
間
や
公
金

取
り
扱
い
の
適
正
管
理
に

も
徹
底
し
て
取
り
組
む
。

ま
た
職
員
同
士
が
良
好
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
こ
と
で
風
通
し
の
よ

い
組
織
づ
く
り
に
も
努
め

て
い
く
。

塔
原
一
号
交
差
点

問
　現
状
を
ど
う
把
握
し
、

危
険
情
報
に
つ
い
て
警
察

と
ど
の
程
度
情
報
共
有
し

協
議
を
行
っ
た
の
か
。

答
　
職
員
に
よ
る
交
通
量

調
査
な
ど
を
実
施
し
、
警

察
に
も
現
地
の
状
況
を
確

認
し
て
い
た
だ
き
、
実
態

の
把
握
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
の
意
見
も
踏
ま
え
、

那
珂
県
土
整
備
事
務
所
お

よ
び
警
察
と
協
議
を
行
い
、

路
面
標
示
の
着
色
部
分
を

延
長
し
、
矢
印
標
示
を
認

識
し
や
す
い
配
置
と
す
る

な
ど
の
改
良
を
行
う
こ
と

と
な
り
、

年
内
に

施
工
で

き
る
よ

う
取
り

組
ん
で

い
る
。 

塔原一号交差点

現
状
を
ど
う

　
　 認
識
し
て
い
る
か

　  

状
況
の
把
握
等
を

　
　
　
　
　
　
　  

行
っ
て
い
る

問
　全
国
学
力
テ
ス
ト
の

結
果
と
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。

答
　
小
学
校
の
理
科
が
全

国
並
び
に
県
平
均
と
ほ
ぼ

同
等
、
小
学
校
に
お
い
て

は
、
国
語
と
算
数
が
、
中

学
校
に
お
い
て
は
国
語
・

数
学
・
理
科
が
全
国
並
び

に
県
を
上
回
っ
て
い
る
。

ま
た
、
対
策
に
つ
い
て
は

各
学
校
の
分
析
結
果
及
び

改
善
策
を
共
有
し
、
課
題

改
善
に
向
け
て
計
画
的
に

指
導
助
言
を
し
て
い
る
。

問
　各
学
校
別
に
成
績
結

果
の
公
表
は
で
き
な
い
の

か
。

答
　
学
校
の
序
列
化
や
過

度
な
競
争
に
つ
な
が
る
懸

念
が
あ
る
た
め
公
表
し
て

い
な
い
。

問
　学
力
向
上
に
は
、
あ

る
一
定
の
競
争
原
理
も
必

要
で
は
。
ま
た
、
学
校
ご

と
の
成
績
を
公
表
す
べ
き

で
は
。
そ
れ
が
教
職
員
の

質
の
向
上
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
。

答
　
結
果
が
ひ
と
り
歩
き

し
て
学
校
の
序
列
化
や
過

度
な
競
争
に
繋
が
る
懸
念

が
あ
り
、
慎
重
に
あ
る
べ

き
と
考
え
る
。
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グ

問
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な
理
由
で

シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
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グ

に
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組
む
こ
と
に
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っ

た
の
か
。
そ
の
趣
旨
と
進

め
方
、
費
用
対
効
果
、
経

費
節
減
等
の
対
策
は
。

答
　
市
が
有
す
る
魅
力
や

資
源
を
分
析
、
再
発
見
し

更
に
磨
き
上
げ
、
定
住
人

口
や
関
係
人
口
の
増
加
を

目
的
と
し
て
い
る
。
具
体

的
な
取
り
組
み
と
し
て
各

種
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
グ

ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調

査
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

通
し
て
市
民
や
関
係
団
体

の
意
見
を
伺
い
、
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
効

果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
た
め
の
広
報
啓
発
物
を

作
成
す
る
。
経
費
は
専
門

的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
で

あ
り
、
委
託
料
と
し
て

１
６
８
３
万
円
を
見
込
み
、

県
の
補
助
金
を
活
用
し
財

政
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て

い
る
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
の

　
　
　 今
後
の
対
策
は

　  

課
題
分
析
し
、日
常
の

　
　
　 授
業
改
善
等
検
討
す
る

春口 茜
（市民会議）

奨
学
金
改
革

田中 允

教
育
行
政 （－）
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千葉県野田市議会環境経済委員会
・地域コミュニティによるまちづくりの推進について

山口県萩市議会経済建設委員会
・共創による「健康づくり・通学・配送」を支える

交通体系構築プロジェクトについて

兵庫県高砂市議会文教厚生委員会
・地域コミュニティによるまちづくりについて

北海道千歳市議会厚生環境委員会
・地域コミュニティについて
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3月

9月
6月12月

今回の定例会

●中学生議会・・・・・ ２　●意見交換会・・・・・ 4　
●委員会報告・・・・・ ６　●委員会視察レポート・10　
●一般質問・・・・・・11

今回の表紙題字は、学校法人橘学園福岡常葉高等学校の生徒さんにご協力をいただきました。ありがとうございました。

N
o.211

2026年
２
月
１
日

●
発
行
/福
岡
県
筑
紫
野
市
議
会

●
編
集
/広
報
委
員
会

福岡県筑紫野市議会
印刷／久野印刷株式会社

〒
818-8686　

福
岡
県
筑
紫
野
市
石
崎
一
丁
目
１
番
１
号

☎
092-923-1111　

 E-M
ail  gikai@

city.chikushino.fukuoka.jp

■次回第212号は令和８年５月１日発行予定です。

目次

議
会
だ
よ
り
　
筑
紫
野

議会のタイムリーな情報を
ＳＮＳで発信しています。

赤司　祥一
委 員 長

春口　茜
副委員長

委　　員
山本加奈子・楢木　孝一・佐々木忠孝・吉村　陽一

　この度、議会だよりの表紙デザインを担当でき、大変光栄に思い
ます。授業で学んだソフトを活用し制作しました。
　将来は動物看護師になることが夢です。
　一日一日を大切にしながら、高校生活を楽しんでいきたいです。

～表紙題字の作者紹介～

福岡常葉高等学校 １年
佐藤  愛莉さん

私がデザインしました!!

あいりさとう

広報委員会

聴く　見る　動く　チーム議会

InstagramFacebook

議　会　だ　よ　り

一般質問 一般質問 本会議

本会議

本会議

代表質問

予算審査
常任委員会

予算審査
常任委員会

常任委員会 常任委員会 

※変更する場合があります。

令和８年３月定例会

・本会議は原則として午前10時に開会します。
●３月定例会の請願及び陳情の受付は２月17日（火曜日）正午までです。

日 月 火 水 木 金 土
23２/22 24 25 26 27 28

３/1 2 3 4 5 6 7

8
予算審査
常任委員会

予算審査
常任委員会

予算審査
常任委員会

予算審査
常任委員会

常任委員会 
9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

12月定例会 審議結果（12月3日～12月22日）

●条　　例 ・・・・・・・・
・・・・・・・・・

19件（原案可決）

●補正予算 ・・・・・・・・ 13件（原案可決） ●専決処分 ・・・・・・・・・ 1件（承認）　　

1件（修正可決）・ 筑紫野市法定外道路の管理に関する条例の制定について
・・・・・・・・・ 1件（否決） ・ 筑紫野市立学校体育施設使用料条例の制定について

ちから　   やすのり

たかはら　  とも え
・ 筑紫野市教育委員会教育長の任命について　主税　保德　氏
・ 筑紫野市教育委員会委員の任命について　　髙原　朋恵　氏

・ 指定管理者の指定について　一般社団法人　筑紫野市スポーツ協会
・ 指定管理者の指定について　公益財団法人　筑紫野市文化振興財団

市議会関係日程のお知らせ

2026
No.211
10万市民に
議会を

2/1

●人事案件 ・・・・・・・・ 2件（同意） ●その他 ・・・・・・・・・ 2件（原案可決）
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採
決
結
果

可
決

つくし野会派名
議員氏名

議案等名

令和７年第６回１２月定例会で賛否が分かれた案件

○→賛成、●→反対、棄→棄権、欠→欠席　※議長は賛否が同数になった場合を除いて採決には参加できません。

議案第66号　
筑紫野市乳児等通園支援事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例の制定に
ついて

市民会議 公明党 ー ー ー 議長


